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エリート商社マンは残念系ＯＬを淫らに激しく愛します！
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「お前といると楽だな。男友だちといるみたいで」

　大衆居酒屋の個室で目の前の男が笑って言った。高野たかの千草ちぐさは一瞬停止し、彼に合わせるように無理やり口角を上げた。

「でしょ？」

「ああ、ほんと楽。最初の印象とまるで違うし」

　この店に来た時から、嫌な予感はしていた。「デート」と呼んでいいのかはわからないが、合コンで出会った彼と食事をするのは３回目。１回目は小綺麗なレストランだった。２回目は気軽な雰囲気のバル。そして今日の３回目はついにチェーン店の居酒屋だ。彼の態度も出会った頃から徐々に変わっていき、明らかに恋愛対象ではなくなっていくのを感じていた。彼は清潔感のあるいわゆるイケメンで出会った日の合コンでは一番人気があった。千草は心から惹かれているまではいかないが、彼からアプローチを受けたこともあり、ただ「いい感じ」になっていけたらいいなと思っていた。

　でもまた、失敗したらしい。

「また合コンでもしようぜ。じゃあな～」

「うん……」

　夜の22時、健全に駅前で別れる。千草はゆるく手を振った。

　――これで何度目だろう。

　ものすごく好きになったというわけでもないし、まだ二人きりで会うのはたった３回目。前回の食事から予感はしていたのでショックは大きくはない。でも、今までにもこういうことが何回かあったので、自分には女性としての魅力がないのかと落ち込んでしまう。




「またお友達止まりかあ……」

　健全に帰宅して、ベッドに寝転がりスマホを眺める。気落ちしかけた自分を鼓舞するように、わざと大きなため息を吐いて、先ほどまでデートとは呼べない時間を共に過ごしていた彼との過去のメッセージを眺めていた。あれだけ女扱いされないのではもう連絡を取ることもないかなと、会った後いつも送るはずのお礼のメッセージは送ることができなかった。

　私がほしいのは男友だちじゃない。私だけを愛してくれる彼氏なのだ。もう26歳なのでいいかげん彼氏が欲しいと思って合コンに参加してきたが、そろそろ諦めたほうがいいのかもしれない。

　恋愛は、自分には向いていない。





＊






「担当の者が参りますので、少々お待ちくださいませ」

　千草はお辞儀をして会議室から出る。受付に戻るとすぐに隣に座る同僚に声をかけられた。

「高野ちゃん、来週末合コンやるよ」

「え、また？」

　受付嬢というのは会社の顔なので基本的に私語が目立つとまずい。同僚もさすがに小声だったが、話の内容が悪い。千草は正面を向きながら、こっそりと話す。同僚も同じく正面を向いた。

「次は取引先の商社マンとの合コンだよ～」

　彼女の声は弾んでいた。ふわりとしたこげ茶色の髪が女性らしさをかもし出している彼女からは、いつも華やかな匂いが香ってくる。千草も受付嬢という立場をわきまえ、髪の手入れくらいはしているが、同僚や他の受付嬢と比べると華やかさに欠け、どうも浮いているように思えてならない。

「わ、私はいいかな」

　つい先週合コンに行ったばかりだし、その時もうまくいかなかった。そればかりか昨日のことがあり落ち込んでいる最中だ。しばらく男の人には近づきたくない。

「だめだめ。人数足りなくなるもん。４人で決まってるんだから」

「他の子誘えばいいでしょ」

「だめだってば、受付嬢がいる合コンってことで話が進んでるの。受付嬢の友だちなんて他にいないし困るってば」

　彼女の話によると、受付嬢というだけで男性受けが良いらしく、ぜひ受付嬢と、ということで話が決まったらしい。実際、合コンで受付嬢だと自己紹介をすると、男性たちはもてはやしてくれるのでわからないでもなかった。




　彼女が主催する合コンメンバーは大体決まっている。千草と同僚である受付嬢の二人、そして営業の子だ。

　女である、そして４人共に同じ歳である、ということより他、千草は彼女たちと自分とに共通項を見いだせずにいた。彼女たちは可愛くてスタイルも良い。同じ女性から見ても魅力的で、実際にモテる。合コンの様子を見ていれば分かる。

　彼女たちに特定の彼氏はないようだが、その理由は千草のそれとは異なっていた。彼女たちは彼氏が欲しいと嘆き連日合コンに繰り出しながらも、実際の所男性と遊ぶこと自体が好きなのだ。だから、特定の人を作ろうとはしないだけ。

　彼氏が欲しいのに恋愛対象としてみてもらえず、結果一人身のままここまで来てしまった千草からすると、うらやましい限りだった。




「……もう……私は次からは不参加だからね」

　千草はこっそりとため息を吐く。

　次こそは良い人と出会えるかもしれない、などと期待はしたくない。

「いらっしゃいませ。ご用件を承ります」

　一階ロビーの受付へとまっすぐ向かって歩いてくる男性が見えて、千草は咄嗟に立ち上がった。にこりと微笑むと男性はほっとしたような表情を浮かべ用件を告げた。

「確認いたします、少々お待ちくださいませ」

　千草は手元のパソコンで予約状況を確認し、会議室へ案内した。

　メーカーの受付嬢として働き出して４年。後輩の手本となるような案内や接客がスムーズにできるようになっていた。他社とのやり取りが多いこの会社は来訪者も多く、正直受付に二人では手が足りないくらいだ。それでも顔には出さずに仕事をこなさなくてはいけない。

　15階ある自社ビルには会議室も多い。担当者が迎えに来ることもあるが、受付の千草たちが会議室まで案内することも多い。座りっぱなしも疲れるのでちょうどいいが。

　案内を終えて受付カウンターに戻った千草に向かって同僚はにっこりと微笑む。

「楽しみだね、合コン」





＊






　金曜日の夜、飲食店はどこも人でいっぱいだ。

　例に洩れず今、千草がいる店も賑わっている。薄暗い照明で照らされた小洒落たフレンチバルの個室は、落ち着きがあり肩肘張らずに話ができる。料理もそれなりに美味しいし、お酒も各種取り揃えてある。男性側の幹事が手配してくれたらしいが、合コンとしては良いセレクトだろう。

　女性４人男性４人の合コン。年代は同じくらいで安心した。

「高野千草です」

　自己紹介の時に受付嬢で慣れた笑顔を見せると、男性陣は口元を緩ませる。身に染みているものなので意図はない。それに、この現場にいる女性全員が笑顔を得意としていた。仕事上仕方のないことだ。

　だからいつも、最初の印象は良いのだ。

　憂鬱だった合コンは千草の気持ちなど無視をして盛り上がりを見せる。大手企業の商社マンが揃っているだけあって、イケメンでしかもトークがうまい。ハイレベルな合コンだった。それでも千草は前回のことがあり乗り気になれず、笑顔を貼り付けたままみんなの話を聞いていた。

　女性陣はもちろん男性のレベルの高さにはしゃいでいた。もうそろそろ、それぞれに目当てが決まってくる頃だろう。何回かこのメンバーで合コンをしているので、彼女たちの目当てはすぐにわかる。千草は女性陣のフォローに回ることにした。営業スマイルも疲れたし、どうせ今日も彼氏なんてできないんだし、という投げやりな思いもあった。

「この前映画観てさあ」

　隣に座った男性が話しかけてきた。反対隣に座っている営業の子が狙っている相手であることがわかっていたので、千草は営業の子に視線を送る。

「私、映画わからなくて……彼女が詳しいんですよ」

「マジ？　何好き？」

　男性はさっそく彼女に食いついてくれた。千草はそれを見届け、今度は端に座っていた清楚系の受付嬢に視線を向けた。彼女はじっくりと見定めてから行動を起こすタイプだ。でも一度ターゲットが決まればすごくわかりやすい。

「ちょっとお手洗い行ってくるね。詰めて座っていいから」

「はーい。いってらっしゃい」

　彼女は千草の意図を汲んで、にこりと微笑む。千草の隣にいた男性が、彼女の気になっているであろう人だ。スムーズに席移動をしたのが見えて、安心して一度メイクを直しに行く。戻るとすっかり盛り上がっているようで安心した。

　今回も自分には無理だろうから、せめて彼女たちにいい人ができてほしい。そう思いながら端の席で一人メニューを見ていた。

「……高野さん、だっけ？」

「はい？」

　メニューから顔を上げて咄嗟ににこりと微笑む。

「皆藤かいとうさん、どうしました？」

　隣に座っている彼は、皆藤壮士そうしという名前だったはずだ。名前と顔を覚えるのは職業柄慣れていた。グレーのスーツにネイビーのネクタイがよく似合っている。黒い短髪はすっきりとしていて、きりっとした顔立ちを爽やかに見せている。ここにいる男性全員そうだけれど、モテそう、というのが最初の印象だった。

　彼は他の子に狙われていたはずだけど、と壮士の向こう側を見ると彼女は反対側の男性に狙いを変更したみたいだった。確かに四対四で千草がやる気をなくしていたら、あぶれる男性も一人出て来てしまうだろう。次があれば男性は三人にしてもらおうなどと考えた。

「俺の名前、覚えてんだ……ていうか、あんたなんでここ来たの？」

「……はい？」

　笑顔のまま千草は固まった。もしかしてやる気がないのがバレてしまったのだろうか？　バレてしまっても問題はないけれど、壮士はノリの悪い人が嫌いなのかもしれない。場の雰囲気を悪くしてしまったらどうしよう、と身構えていると壮士はにこりと笑った。

「端っこでかわいこぶってるだけかと思ってたら、おもしろいじゃん」

「？」

　なにがおもしろいのか理解できない。でも壮士は怒っていないようで安心した。むしろ機嫌が良さそうだ。彼も乗り気ではないタイプの人なのかもしれない。だから仲間を見つけて喜んでいるのだろう。

「俺と飲もうよ」

「は、はい」

「タメ口でいいって。覚えてないだろうけど俺も26だし」

「そ、そっか」

　またこのパターンだ。見た目は好みの人だし声をかけられてドキリとしたけれど、残念だ。女性として見られていないのがわかってしまった。

「で、なに飲む？」

「じゃあ……」

　千草は開き直って、メニューを指差す。今日は飲みたい気分になってきた。

「日本酒？」

「……やっぱりだめ？」

　やっぱり男性は引くものなのだ。可愛い女性は甘いお酒やカクテルを好むと相場は決まっている。千草もそういったお酒が嫌いなわけではないが、開き直った心地で好きなお酒を選んだ。もう幻滅されたってどうでもいい。

「いやいいよ。俺も飲みたいと思ってた」

　呆れるでもなく壮士は笑って、どれを選ぼうかと一緒に考えてくれた。初対面でそんな対応をする人は新鮮だった。




「ん、おいしい」

「確かに。まろやかだなこれ」

　選んだものを一緒に飲んでいると、仲間意識のようなものが芽生えてくる。壮士が友だちのように接してくれているから、気が楽になった。千草は、お酒は強いほうではないが、好きだ。だから男性とこうやってお酒の話で盛り上がれるのは純粋に楽しかった。

　次はなに飲む？　なんて話しているうちに時間を忘れていた。

　他の６人はそれぞれもうカップルができ上がっていて、なんとなくしっとりとした雰囲気を漂わせている。千草も壮士と二人で端に座り日本酒を飲んでいたが、彼女たちとは正反対になんとも色気のない光景だ。やっぱり自分には恋愛なんて向いてないのだと改めて自覚させられたが、それでも千草は満足していた。合コンの席を、初めて心から楽しいと思えた。

　盛り上がったまま店を出ると、みんなは「次どこに行く？」とお店を探している。もう少し壮士とお酒の話をしたい気持ちはあったが、友だちが増えて終わりだ。それも悪くはないけれど、今の千草にはただ悩ましいだけだ。

「二次会だって、行く？」

　壮士に声をかけられて千草はうつむいた。壮士と話をするのは楽しかったが、これ以上は意味がない気がした。

「帰ろうかな……」

「じゃあ俺と飲も」

「え？」

「俺ら、抜けるわ」

　壮士は千草の手を取り、みんなに手を振った。千草は引っ張られるままついて行く。一度振り返ると、女性陣はにこやかな笑顔で手を振っていた。







「ここ。うまい日本酒が揃ってるんだって。一度来てみたかったんだよな」

「……そういうことね……」

　壮士が連れてきてくれた場所は、年齢層の高い客が多い居酒屋だった。先ほどの店に比べ、ムードはほぼ無いようなものだ。どこに行くのかと少しドキドキした気持ちを返してほしい。混みあっているのでカウンター席に案内され、二人でメニューを開く。

「ほんとだ、種類すごい！」

「だろ？　一人じゃなかなか来られないんだよな」

「男の人でもそういうもの？」

　周りには実際一人で飲んでいる人もいるし、男性だったら一人でも入れそうなものだ。

「一人だったら、まあ家で飲めばいいかなって」

　注文した熱燗をくいと飲む。さすが、ペースがはやい。彼につられるように千草もまた一口飲んだ。

「でもいいの？　目当ての子、いたんじゃない？」

「いやただのつき合いだから。あんたもじゃないのか？」

「……まあ……」

「歯切れが悪いな。もしかして俺、邪魔した？」

　邪魔もなにも、その前に千草は諦めていた。

「違うけど、なんか私には無理かなって」

「なんで？」

「だって……いつもこんな風になっちゃうし」

　お酒を飲んでいるせいか、すらすらと言葉が出てくる。女友だちにも恥ずかしくてなかなか相談できなかったことだ。

「いい感じの人がいてもいつも最後には女として見られないとか、男友だちといるみたいだ、とか言われるし……もう諦めた」

「……話しやすいからかもな」

　うれしいけど、うれしくない言葉だ。最初は宝物でも扱うかのように甘く優しい態度で近づいてきて、途中から男友だちに接するように明け透けな態度を取るようになる男性はよくそう言う。壮士の場合は最初から友だち感覚なのでショックではないだけだ。

「皆藤くんは？　彼女、欲しくない？」

　これだけかっこいい人が合コンに参加しているのだから少しくらい興味はあるのだろう。どういう女性を女として見るか、参考までに聞いてみたい。

「欲しくないって言ったら嘘になるけど、必死につくるもんでもないだろ。仕事、忙しいし」

「そういう人は合コンに来ないでください」

「だからつき合いだって言っただろ！」

　必死になった壮士を見て、おかしくなって千草はくすくすと笑う。合コンというのは彼氏をつくる場所だと思っていたけれど、始めからこうやって友だちを作る場だと割り切ってしまえば、そう悪いものでもないかもしれない。お酒の趣味も合うし、話しやすいし。

　今までの気に入ってくれた男性も、こうしてつき合っていけたらよかったのかな、とぽつりと思った。恋愛対象に見てくれないからといってそれ以上の付き合いを無駄だと決めつけて、自分勝手だった。

「ねえ次なに飲む？」

「え、もう飲んだのか？」

　うなずくと壮士は目をまるくしたあとに笑った。

　久しぶりに、身構えなくていい男の人との時間だった。
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「おい、飲みすぎだろ」

「ん～～大丈夫」

　一時間ほどで店を出た時にはもう酔いが回っていて、足元がふらついていた。壮士は千草よりも飲んでいたのにまるで平気そうだ。強いわけでもないのに彼に合わせて飲んで、失敗した。

「まともに歩けてねえじゃん。タクシーつかまえるから、待ってろ」

　壮士は千草を歩道脇に置いて、道路脇に出てタクシーを探し始めた。それまで彼にしがみつくようにしてなんとか立っていた千草は、力が入らなくなってその場でしゃがみ込んでしまった。すると、どっと眠気が襲ってきた。

「ん……」

「危ないから道で寝るなって」

　壮士に二の腕を掴まれ、引き上げられる。せっかく眠れそうだったのに、また目が覚めてしまった。しかしそれを不満に感じたのも一種のことで、千草は壮士に抱きつきながら、このまま彼の体温を感じながら眠るのもいいかもしれない、などと考えていた。

「……ったく」

　壮士は困った顔で後ろ頭を掻き、きょろきょろと辺りを見渡した。

「おい」

「なに？」

　呼ばれると、反射的に笑顔を作ってしまう。職業病だ。困った顔の壮士と目が合う。

「……ホテル、行くか」

「ホテル？」

「こんな状態で帰せないし、休憩するにはいいだろ」

「ん……」

「さすがにちゃんとしたホテルに行くには時間かかるから、そこらへんのになるけど」

　聞きなれない言葉に対して動揺したけれど、いますぐにベッドで眠れるのは最高の提案だった。千草がうなずくと、壮士は「よし」と答えて歩き出した。




「着いたぞ」

「やったあ……ベッド……っ」

　部屋に到着するなり千草は大きなベッドにうつぶせに倒れ込んだ。ふかふかの感触が心地よくて目を閉じる。このまま眠ってしまいたい。

「気持ち悪くはないか？　水くらい飲め」

「……」

　うるさい、と思いながら起き上がると、フタの外れたペットボトルを手渡される。水を見ると喉が渇いてきて、ごくごくと勢いよく飲み干す。冷たい水が喉を通る感覚が気持ちいい。ふわふわしていた頭がはっきりしてきた。

　目の前に立っている壮士のまわりをよく見渡すと、普通のホテルとは少し違うみたいだ。部屋の中には小さな自販機があったり、バスルームはガラス張りで中が丸見えになっていたりと、普通のホテルではありえないはずだ。

「ここ……ラブホテル？」

「そう言ったろ、普通のホテルは遠いって」

「すごい、ラブホテルとか初めて来た……っ」

　千草は立ち上がり、部屋の中を見て回った。決して広くはないけれど思ったよりも清潔感があり、普通のホテルに近い。ただ部分部分が特殊であるだけだ。

「バスルームも意外ときれい、ベッドが広い、想像と全然違うっ」

　すっかり酔いの覚めた頭で部屋中を見渡す。新鮮で楽しくなってしまっていた。彼氏もいたことがないのでラブホテルなんて来る機会は皆無だ。これからも来ることはないだろうし、今のうちに見ておきたい。

「感動してるところ悪いけど」

「……え？」

　壮士の腕が後ろから伸びてきて、千草の身体をさらってしまう。

「きゃっ」

　後ろから抱きしめられ、壮士の息が首筋にかかる。

「酔ってる振りしてたのか？　可愛いとこあるじゃん」

　耳元で囁かれ、ぞくりと胸が震えた。

「え、違う、振りなんかじゃ」

　ちゅ、と首筋を吸われてぴくりと身体が反応する。壮士の熱い唇が何度も押し当てられる。

「一緒にシャワー浴びる？　それかこのままでいい？」

「ちょ、ちょっと」

　どうしてこんな展開に。そんな空気なんて一切なかったはずだ。そもそも壮士は千草を女として見ていないはずで――。

「彼氏なんかいらないって言ってたくせに、男を誘うのうまいんだな」

「違うってば」

　否定をしても壮士には聞こえないのか、強い力でベッドに押し倒された。千草の身体の上にまたがり、じっとりとした視線で見下ろしてくる。

「……あの……」

　壮士が何も言わないので千草は不安を抱えながら口を開く。

「それも演技？」

「え？　ん……っ」

　壮士が近づいてきて、見つめているうちに唇が重なった。温度の高い唇はするりと千草の唇を撫でて離れていく。

「酒くさい」

「……じゃ、じゃあやめてよ」

「興奮する」

「え、ちょっ」

　女として見られてないんじゃなかったの？

　混乱したままもう一度キスをされた。

「んんぅ」

　今度は唇の感触を教え込むような、長いキスだった。角度を変えて何度も押し当てられる。千草はどうしたらいいのかがわからなくて、ただ受け入れた。だって、キスなんか初めてだ。唇をぺろりと舐められても、どうしたらいいかわからずにぎゅっと唇を噛み締めた。

　壮士の手が千草の頬をするりと撫でる。唇も熱いけれど、手も熱い。

「なあ……そろそろ口開けろって、子どもじゃないんだから」

「ん、ふぁ、あ……っ」

　言われるままにそっと口を開くと、下唇を食まれたあと、舌が入ってくる。ぬるりとした感触に、びくんと身体が跳ねた。キスも初めてなのに、こんなキスをすることになるなんて。年齢的にはとっくに経験しているであろうことを今日、初めて会った男としている。信じられなくてこれは夢なのかとさえ思う。でも、唇にある熱と感触は、夢ではないと告げている。

　咥内をじっとりと舐られ、舌を絡めとられる。キスってこんなに気持ちいいんだ、と頭がぼんやりしてくる。まるでお酒に酔っているような感覚で頭が働かなくなる。熱く湿った舌に舌を吸われると、身体の力が抜けて、甘い息が洩れた。

「ん、はぁ」

　長いキスに息苦しくなって、すがるように壮士の服を掴む。

「キス、気持ちいい？」

「……ばかっ」

「可愛い」

　千草の頬を両手で包み、壮士はふわりと笑った。

「え、……あ、ん」

　ちゅ、と小さなキスをしながら、服の中に手が入ってくる。くすぐったさに身を捩るが、壮士の大きな手は千草の肌を撫で続ける。

「や、ぁ」

「なに恥ずかしがってんの」

「そうじゃ、なくて」

「これからもっと恥ずかしいことするんだろ」

「あぅっ」

　ブラジャーの上から胸のふくらみを撫でられ、先端を指の腹でこすられる。ぷくりとふくれた先端が指先で動かされる。痺れるような感覚に千草は抵抗も忘れて声を洩らしてしまう。ブラジャーをずらされて直接壮士の指がふれると、腰が揺れた。

「や、ぁ……っ」

「なにそのウブな反応。燃えるんだけど」

　服の中で壮士の手が蠢いている。ずれたブラジャーが肌にこすれて居心地が悪い。壮士の手は胸の膨らみの形を変えながら、やわらかさを楽しむように動いている。先端をこすられる度、千草の意思に反してぴくぴくと小刻みに震える。

「や……んっ」

　胸を揉まれながら唇が重なり、舌が絡まる。

　唇が離れると、熱い目をした壮士と視線がぶつかった。初めて見る男の人の表情だった。男の人って、こういう時こんな表情をするんだ、とまじまじ見つめてしまう。千草まで、興奮してしまう。

「こっち、いい？」

「え……」

　下腹部を滑り落ちる指先が、千草の下着の中へ入ってくる。そんな場所嫌だと抵抗しようとしても身体に力が入らない。そうこうしているうちに壮士の指は秘部を撫で、ぬかるんだ蜜口に入ってこようとする。

「い、痛っ」

　激痛が走り、思わず声を上げていた。

「……っ」

　千草が苦痛を叫ぶと、ぴたりと壮士の手が止まった。じっと千草を見つめる。

「……もしかして、経験ない？」

「…………」

　バレてしまった。

「そんなきれいでモテそうなのに？」

「っ！」

　千草は頭に血が上り、起き上がる。

「彼氏なんかいたことないし、処女だし……もう、恋愛諦めてるって言ったでしょっ」

　こんなこと言わせないでほしい。泣きそうになってくる。千草は壮士の顔を見ることができずにうつむいていた。

「それならさ……」その初めて、俺にくれない？」

「……は……？」

　この年齢で処女だなんて、と馬鹿にされるかと身構えていた千草は、予想外の言葉に思わず顔を上げ、壮士の顔を凝視する。

　なぜかうれしそうにしている壮士。この場面でそんな顔をするなんてありえない。千草は初めてのことばかりで混乱し、動揺しているというのに。

　――もしかして、処女好き？

　そうでなければこんなうれしそうな顔をするはずがない。

「変態っ！　最低っ！」

　千草は叫び、壮士を突き飛ばした。乱れた服を直してカバンを手に取ると、部屋のドアノブを掴んで勢いよく飛び出した。

「え、おい、ちょっと！」

　戸惑いの声が千草を呼び止める。千草は構うことなく、エレベーターに飛び乗って一階まで降りていく。下腹部に残る違和感に泣きそうになる。

　最悪、最低だ。

　千草はホテルを出て、適当にタクシーをつかまえて乗り込んだ。酔いなどとっくに覚めている。息を乱しながら自宅の住所を告げて、車が動き出すと、ほっとした。

　今日初めて会った男となにをしてしまったんだろう、という後悔と、いい人だと思っていたのにとんだ変態に捕まってしまった、という怒りがぐるぐると頭の中を駆け巡る。

　もう二度と会うことはないだろうことだけが、幸いだった。










第二章











　ひどい目に遭った。

　週が明けても千草の心は憂鬱なままだ。途中まではよかった。最初は驚いたけれど、壮士の手もキスも気持ちがよくてこのまま抱かれてもいいとさえ思っていた。でも「処女」だと言っただけで彼があんなに喜ぶとは。危うく大切な初めてを変態に捧げてしまうところだった。壮士はどうせ千草のことは女として見ないと油断していた。女として見たからああいうことをしたのか、それとも千草が誘ったと勘違いしてのことなのかはわからないけれど、逃げて正解だったことに間違いはないだろう。

　でも、ファーストキスは、捧げてしまった。

　ショックはない。というよりもモテそうなだけあって、悔しいけれどキスはうまく、気持ちよかったなあ、などと仕事中ということも忘れて一人でぼんやりと考えていると、不意に声をかけられた。

「すみません」

「っ、はい。失礼いたしました」

　眼の前に人が立っていることにさえ気づいていなかった。隣に座っているはずの同僚は、お客様を会議室に案内するため離席している。千草は慌てて立ち上がる。

「どのようなご用件でしょうか」

「あ、ほんとに千草ちゃんいるんだ」

「っ！」

　千草の笑顔は一瞬で固まった。どうして壮士がここに。

「な、なんであんたが」

「取引先ですので。お世話になっております」

「あっ……」

　そういえば、合コンメンバーは取引先の商社マンだと言っていた。といってもこんなにすぐ再会するなんて、誰が想像できただろう。

　もう二度と会わないと思っていたのに。

　千草は逃げ出したい気持ちを抑えて笑顔を作る。

「ご用件を承ります」

「……赤坂商事の皆藤と申します。10時から江本様と打ち合わせなのですが」

「確認いたします、少々お待ちくださいませ」

　千草はイスに座り、パソコンで会議予定を確認しようとする。でもキーボードを打つ手が震えて時間がかかってしまった。３階の会議室Ｂで会議の予定が入っている。千草が直接会議室へ案内するべきだろうが、今は同僚もいなくて一人だ。よほどのことがない限り、受付を無人にするのはあまり好ましくない。担当者宛てに簡易メッセージを送るとすぐに「行きます」と返ってきて、ほっとした。案内しないで済むだけでだいぶ助かる。

「お待たせいたしました。皆藤様ですね、確認がとれました。すぐに担当の者が参りますので、少々お待ちくださいませ」

　千草は手続きを終えた来訪カードを壮士に手渡す。

「ありがとう」

　にこりと微笑む壮士は、余所行きの顔をしている。千草は先週のことを思い出してドキリとして、さっと視線を落とした。壮士は一人で来ていた。受付に壮士と二人きりになってしまった。気まずい。同僚が戻ってくるか、担当者が迎えに来るかして、早く二人きりのこの時間を終わらせてくれと願いながら、パソコンで仕事をしている振りをした。

「皆藤さん、申し訳ありませんお待たせいたしました」

　担当者は小走りで壮士を迎えに来てくれた。意外とはやくて安堵した。

「お世話になっております」

「では、こちらへどうぞ」

　千草は礼をして彼らを見送った。

「……疲れた」

　思わずぽつりとつぶやく。

　もう二度と会いたくない相手だったのに、こんなにはやく再会してしまうなんて。千草は初めて受付嬢をしていることを恨んだ。とはいえ彼と会うのはこの場所だけだ。壮士は仕事でここに来る。千草も仕事として対応するだけだ。それ以上のことはない。次はいつ来訪するかわからないので今日限りという可能性もある。

　そう考えれば気は楽になった。




　数時間後に壮士は再び受付に訪れた。千草はきょろきょろと周りを見渡すが、担当者はどこにもいない。

「はいこれカード」

　セキュリティの厳しいこの会社では来訪者には必ず社名の入った来訪カードを渡している。それがあれば指定の執務室に入ることができ、社員食堂も利用できるようになっていた。受け渡しは受付だが、帰りは担当者が預かり受付に返却することが多い。来訪者に直接返却させるのは失礼だとされている。

「……あの、担当者は」

「俺自分でやりますからって言って会議室で別れた」

「そうですか……」

「助かりますって言ってくれたよ」

　心の中で担当者を恨む。彼に騙されている、と。

「……確かに受け取りました。お手間をとらせて申し訳ございません。ありがとうございました」

　表情には出さず千草はカードを受け取る。

「それとこれ、俺の名刺」

「……え」

　余計なものまで一緒に手渡された。

「裏にID書いてるから、絶対連絡しろよ」

「し、しません」

「……まあいいけど。どうせ毎週ここ来るし」

「嘘でしょ……」

　つい、口走っていた。

「新プロジェクトでね、しばらくお世話になります」

　壮士はにっこりとうれしそうに笑ったかと思うと、呆然としている千草の耳に唇を寄せた。

「千草ちゃんのことも、はやく開発させろよ」

「っ！」

　千草は反射的に逃げるように身体を離した。

　変態。最低。

　取引先相手だ。さすがに言葉を飲み込んだが、大きな声で叫んでしまいたいくらいだった。

「またお待ちしております」

　負けじと笑顔を作り、お辞儀をした。壮士は目をまるくしたあと、微笑み千草に背を向けて会社を出て行った。

　どっと疲れを感じ座り込むと同僚がこそこそと声をかけてくる。

「ねえ、あの人この前の合コンの人？　高野ちゃん一緒に抜けたよね」

「……はぁ……」

「なにその深いため息っ」

「……知らない……」

　千草は自然と耳を手で押さえていた。

　耳に残る壮士の甘い声に胸が鳴っていることは、嘘だと思いたい。
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　壮士の宣言通り、彼は毎週千草の会社を訪れていた。

「こんにちは、千草ちゃん」

「……皆藤様、会議室へご案内いたします」

　受付嬢は他にもいるのに壮士は毎回わざわざ千草に声をかける。仕事なので千草も応えるが、会議室まで案内することもあり一緒にいる時間が増えてしまった。受付から会議室までの時間、いつも壮士は千草にちょっかいを出してくる。

「千草ちゃん、まだ誰ともしてない？」

　二人きりのエレベーターで、壮士は最低なことを言い出した。

「っ！　ちょっと、やめてください」

「なんだよあんなことした仲なのに」

　壮士と話をする度、千草はあの夜のことを思い出してしまう。経験のない千草にとっては刺激的な夜だった。

「あ、あれはっ酔ってて」

　エレベーターが３階に到着した。開ボタンを押して促しても、彼がなかなか降りようとしないので軽く睨む。

「降りていただけますか？」

「……あの時はあんなに気持ちよさそうで可愛かったのになあ」

　壮士についてエレベーターを降り、会議室へと向かう。

「いいかげんにしてくだ……」

　会議室前の廊下で声を上げそうになって思いとどまる。ここは社内で、しかも会議室の集まるフロアだ。言い合いをしているなんて誰かに聞かれでもしたらまずい。壮士は取引先の相手で、千草はしょせんただの受付嬢。彼を立てなければいけないのは明らかだ。千草は一度呼吸を整えて、気持ちを切り替えた。

「こちらでお待ちください」

「……はい」

　壮士は千草の反応をじっと見たまま会議室内の席に座る。千草は給湯室ですぐにお茶を用意して、壮士の目の前に置く。

「ありがとう。で、誰かとした？」

「し、してないっ」

　会議室内なので千草は遠慮なく声を出した。とはいえ両隣にも会議室があるので控えめの声量だ。

「合コン行ってんの？」

「……行ってない」

「そんなんじゃ彼氏できないじゃん」

　壮士の言っていることはもっともだ。出会いの場に行かなければ彼氏なんてできるわけがない。でも今まで何度も合コンに参加してこの有様なのだ。これ以上何を期待できるというのだろうか。

　それならば諦めてしまったほうが気楽だ。無駄に傷つかずに済む。

「だから、諦めたって何度も」

「そんなきれいなのにもったいない」

「……」

　壮士はまっすぐな目をして千草を見つめる。その目にからかいの色は浮かんでいない。千草は一瞬怯んだ。

「へ、変態に言われたくないっ」

「そらそうか……」

　抵抗するために放った言葉に、うなだれる壮士。言い返してくるかと思いきやあまりに素直に受け止めるので千草はつい吹き出してしまった。

「おい、なに笑ってんだよ」

「だって変態って認めてるし」

「しょうがないだろ。千草ちゃんが何度も言うから、俺もそうなのかなって不安に……」

　会議室の外で足音が聞こえて、千草はハッとした。お客様を会議室に案内していただけで時間をとりすぎてしまった。壮士と話しているといろんな意味で時間を忘れてしまう。

「で、では、少々お待ちください」

「またな～」

　手を振る壮士を一瞥してからドアの前でお辞儀をする。会議室を出たところで担当者に遭遇し、会釈をした。声を聞かれていたら危なかった。




「高野ちゃん、また合コンやるよ」

　受付に戻ると小声の同僚にまた誘われた。彼女は前の合コンで良さそうな人に会えたはずなのに、またやるのかと不思議でしょうがなかった。さらに良い人を探しているのだろうか。

「私、次は不参加でお願い」

「え～なんで～……あ、そうかさっきの人と」

「なっ、ち、違う」

「じゃあ仕方ないか。おっけ～」

「……」

　普通に断ったら強制参加だ、と言っていた彼女が、あっさりと引き下がった。壮士とはそういう関係ではないけれど、合コンを断るいい口実にはなったので黙っていることにした。

「そんなんじゃ彼氏できないじゃん」という壮士の言葉が頭にちらつく。そんなのわかってるよ、と心の中で返した。
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「おはようございます」

「おはようございます」

　当然の顔をして受付に現れた壮士に向け、千草は営業スマイルを浮かべた。

　一週間というのはあっという間で、曜日は違えど壮士は毎週きちんと来社する。毎回何かしら仕事以外の会話をしているし、もう顔も見慣れてしまった。

「江本様お願いします」

「確認いたします、少々お待ちください」

「お願いします」

　壮士はどさりと大きな紙袋を大理石の床に置いた。重そうなものだ。普段はなにも持っていないので今日はいつもと違う会議なのだろうか。

　手元のパソコンで江本を呼び出すが、離席表示になっていた。さらには会議室が未定の状態となっているので案内もできない。江本の内線にかけるが、離席している、ということで繋がらなかった。

「皆藤様申し訳ございません。江本が現在席を外しておりますのでもうしばらくお待ちくださいませ」

「了解です」

　そう言った壮士は紙袋から封筒をいくつか取り出し、中身を確認しているようだった。

　内線も繋がらないのでは直接フロアに行っても無駄なだけだ。千草はパソコンでメールと簡易メッセージを送り、江本の状況をチラチラと確認しながら壮士に声をかけた。

「よろしければあちらのソファのスペースでお待ちいただいても……」

　受付ロビーにはソファがいくつか配置されている。基本的にはお客様をすぐに案内できるが、まれにお待たせしてしまうこともあるのでソファが用意されていた。

「いや、大丈夫ありがとう」

　壮士はソファがある場所を見てから、首を振った。

「では、こちらの台をお使いください」

　受付の手前にある荷物置きだ。申し訳程度の幅しかないが、書類くらいは置くことができるだろう。

「ああ、ありがとう」

　壮士は微笑み、持っていた封筒をいくつか台へ置いて、一つずつ確認していた。

「資料ですか？　たくさんありますね」

「ええまあ。今日はわりと大事な会議なので」

「……大変ですね……」

　壮士の詳しい仕事内容は知らないが、毎週他社に行くなんて気が張るだろうし、長時間の会議も大変そうだ。受付の千草には想像もできない。

「そちらこそ毎日大変ですね」

「そんなことないですよ、楽しいので」

「俺には大変そうに見えるけどね。いろんな人の相手して」

「皆藤様のような方もいらっしゃいますしね」

　にこりと微笑む。

「おいおいなんだよそれ」

　困った顔をしながらも壮士は笑っていた。それにつられて千草も笑う。

　今まで恋愛対象に見てくれない男性に対しては少しずつ距離を置いてしまっていたが、軽口を言い合える仲というのは貴重かもしれない。千草は「恋愛」というものに固執しすぎていた。壮士のように良い友だちになれそうな人もいたかもしれないのに。

　癖のようにパソコンに目を落とすと、江本からメッセージが届いていた。「すぐ行きます」と簡潔なメッセージから、慌てていることがわかる。

「あの、江本がこちらに向かっているそうです」

「ああよかった」

　壮士は安堵の表情を見せる。千草も内心ほっとしていた。

　壮士は合コンで知り合った相手とはいえあくまでお客様で、長時間待たせてしまっては申し訳ない。

「皆藤さん申し訳ありませんっ！　上司を探すのに時間がかかって、会議室も確定していなくて……大事なプレゼンの日なのに」

「いえ構いませんよ。私の上司も遅れて到着する予定ですので」

「申し訳ありません……ではご案内いたします」

　壮士は重そうな紙袋を再び持ち上げ、江本について足を進めた。少し急いでいるようで早足で去っていった。

　壮士たちがどのような仕事をしているか、詳しくは知らないが大変そうだ、ということだけはわかる。壮士が持ってきていた資料も膨大だった。再度会議室のスケジュールを確認すると、新たに江本の名前で会議室の予約が入っていた。会議時間を確認すると、今日は特別長そうだ。

「あの、すみません」

「っ、はい、伺います」

　他のお客様に声をかけられ千草は慌てて顔を上げる。

「赤様商事の松木と申します。江本様とお約束があるのですが」

「はい、少々お待ちくださいませ」

　先ほど壮士が言っていた上司というのはこの人だろう。遅れて、というわりには早い到着だ。千草はすぐに会議スケジュールに目を落とし、会議室を確認した。

「ご案内いたします」

　千草は立ち上がり、手で指し示した。

「ありがとうございます」

　壮士の上司と思われる人は、いかにも仕事ができそうな雰囲気を醸し出している。高そうなスーツはサイズぴったりできちんと着こなし、髪もびしっと整えている。壮士も身なりはちゃんとしているが口調が軽いせいかそちらにばかり気を取られていた。

「うちの者が頻繁に伺っていますが、失礼はございませんか？」

　エレベーター内で気を遣ってくれたのか、声をかけられた。

「……皆藤様でしょうか。もちろんです。失礼なことなどとんでもございません。いつも受付の私にも丁寧なご対応をしていただいております」

「よかったです」

　安心したように笑った。ナイスミドルという感じで、微笑みには余裕が見えて、魅力的な男性だと思った。きっといい上司なんだろうということもなんとなくわかる。壮士はいい上司に恵まれているんだろう。

　エレベーターが到着して、会議室前にまで案内する。

「会議室はこちらでございます」

　数回ノックして、江本の声がしてから扉を開けた。

「お客様がお見えでございます」

「すみません、お待たせしてしまって」

　顔を上げた時にちらりと壮士の顔が見え、目が合った。会釈をしてから邪魔にならないようにすぐに退出する。給湯室に行きすぐにお茶を用意して、壮士の上司へと出す。会議室内には多くの人がいて、あの中で壮士はどういう風に仕事をするのだろうと考えてみたけれど、普段の表情からは想像することができなかった。




「……あれ？　これ……」

　案内から戻ると受付前の荷物置きに、封筒が置いてあるのが見えた。朝から何人かお客様は来社しているけれど、壮士が来た時にはなにも置いてなかった。それから案内している間に誰かが忘れていったのか。封筒を手に取り裏を返すと、「赤坂商事」と社名が書いてあった。

「皆藤さんのだ」

　慌てて時計を確認すると、彼が来社してから30分は経過していた。先ほど覗いた時はまだ本格的に会議が始まっているような雰囲気ではなかったけれど、今日は大事な会議だと言っていたので絶対にこれも大事な書類だろう。千草は会議室に電話をかけようと受話器を手に取る

「……あ、だめだ」

　千草はハッとして受話器を下ろした。今会議室に電話したところで出るのは社内の人だ。事情を説明すれば壮士の立場がない。壮士を呼び出すように伝えたとしても封筒を持って戻ることはできないだろう。

「私ちょっと、忘れ物を届けに行くね」

「は～い」

　とりあえず席を立ち、会議室まで届けることにした。

　会議室のある階に到着したが、どう壮士に渡そうかと考えをめぐらせる。直接入っていくのは電話以前に論外だろう。社内の人にも社外の人にも失礼のないようにするにはどうしたらいいか。しばらく考えたあと、受付として自分ができることといえば、これくらいしかないと思いついた。

　千草は給湯室の冷蔵庫を覗き、めぼしいものがないか確認する。生ものはさすがに他のお客様用だ。それなら、と緊急用のお茶菓子を探すと、人数分ありそうだった。今は緊急事態だ、と言い訳をしながら大きめのトレイにお皿に置いたお茶菓子を並べる。

　トレイの下には、封筒を忍ばせている。トレイは、ちょうど封筒が隠れるサイズだった。

　会議室のドアをノックする。我ながらスパイじみた行動に出たものだ。胸はドキドキと鳴っていた。

「……失礼いたします」

「どうしました？」

　江本が真っ先に声をかける。

「会議が長時間ということでしたので、お茶菓子をお持ちいたしました」

「……あ、ああ、ありがとう」

　江本は少し戸惑っているみたいだったけれど大切なお客様にはお菓子を用意することもあるので、めずらしいことではないだろう。

「会議中に申し訳ございません。続けていただいて構いませんので」

「ああ、それじゃあ……」

　江本が話を進めると、みんなまた話し出す。壮士の声も聞こえた。書類を忘れたくせに、とちらりと視線を向けると真剣な表情をして説明をしていた。ちゃんと仕事をしている姿は普段の姿とはまるで違った。

　千草は楕円形のテーブルの、奥の席から一人一人に茶菓子を配り始めた。席順的に手前の壮士は最後になってしまっていた。それまで封筒を隠し持つのはなかなか緊張感がある。

「おいしそうだ。ありがとうございます」

　壮士の上司はにこりと微笑み返してくれた。彼はやはり他の人と違ったオーラがある。きゅんとしながらも順番に配っていき、ついに最後だ。

　壮士にお茶菓子を差し出す。隣の席に見えないように腰をかがめる。

「どうぞ」

「……ありがとう」

　そっと、トレイの下に潜ませていた封筒を壮士の膝の上に落とした。

「っ」

　壮士は落ちたそれをみとめた瞬間、察知したようだった。見開いた目が千草を見つめていたが、千草は知らない振りをして、無事お茶菓子を提供し終えた。

「失礼いたします」

　あとはもう邪魔にならないように小さな声で告げて、そっと扉を閉めた。なんでもない顔をして会議室を離れ、給湯室に戻る。誰もいないことを確認すると深い深いため息を吐いた。

「……ドキドキした……」

　自分の胸をさわると、まだ心臓がバクバク鳴っている。誰にもバレなかったかな、と今さら不安になってくる。普通に手渡すよりも、こっそり渡したほうがバレていたらあとから大変そうだ。もしかして迷惑だったかもしれない。でも、驚いていた壮士の表情は迷惑そうではなかったと思いたい。




　数時間後、壮士とその上司の松木が受付を通る。彼ら二人は受付に会釈をして通り過ぎようとした。

「あ、ちょっとトイレ行ってきていいですか、先に行っててください。追いかけますんで」

「ん？　わかった」

　壮士は立ち止まり、松木は先へ行く。振り返った壮士はトイレに行くわけでもなく、受付に向かって歩いてきた。

「千草ちゃん」

「……はい」

「さっきはありがとう。大事な書類だったから、本当に助かった」

　何度も頭を下げる壮士の姿に、さっきの行動は間違いではなかったのだとほっとした。

「大事な書類なら忘れないでください」

「ほんとそうだよな……」

　彼は柄にもなく落ち込んでいる。うなだれたあと顔を上げ、千草をまっすぐ見つめた。

「だから、ちゃんとお礼させてほしい」

「え？」

　壮士の顔は真剣そのものだった。その表情から、どれほど大事な書類だったのかが伝わってくる。

「今日は無理だから、今週の金曜予定ある？」

「ないです」

「じゃあ決まりな」

　一方的に話を進められて、口を挟む隙はない。

「金曜夜、ここに迎えに来るから」

　勢いに負けてうなずくと、それを見届けた壮士は「じゃあ金曜」と手を振り、走って行った。気がついたら金曜の予定が入っていた。

「ラブラブ～いいなあ」

　小さな声で同僚がつぶやく。

「……」

　決してそういう関係じゃないのに、合コンを断る口実として彼を利用したからには強く否定することはできなかった。










第三章











「……本当に来たんだ」

「当たり前だろ」

　金曜日は朝から落ち着かなかった。壮士が夜に迎えに来ると言っていたけれど、本当に来るのかと疑心暗鬼になっていた。こちらから連絡するのも癪で、結局一日中そわそわしていた。

　17時頃顔を見せた壮士はまっすぐ受付まで来て千草に声をかける。

「お疲れ。何時上がり？　残業は？」

「18時。残業は基本的にないから大丈夫。皆藤くんは？」

「俺は外回りの直帰にしたから。あっちのカフェで待ってる」

　壮士は会社正面にあるカフェを指差した。

　用件だけ告げると壮士は社外へ出て行く。壮士が本当に迎えに来たことに驚きつつも、彼のお礼をしたいと言った真剣な表情を思えば冗談なわけがなかった。




　定時で仕事を終え、着替えてから慌てて壮士の待つカフェへ向かった。店内に入り見渡すと、窓際のカウンターで壮士がコーヒーを飲んでいた。

「お待たせ」

　着替えて一応メイクを直していたら手間取ってしまった。

「ん。店予約しといたから、行くぞ」

「どこ？」

「秘密」

　壮士は楽しそうに笑う。彼の横を歩きながら千草はまた日本酒がおいしい店かな、と考えていた。壮士とお酒を飲むのは楽しい。変に身構えることなく話ができる貴重な男友だちだ。前回は飲みすぎて失敗してしまったので今日はほどほどにしようと心に決めた。

「ここ」

「え……ここ!?」

　壮士が連れてきてくれた場所は、以前とはまったく違う外観のお店だった。てっきり居酒屋を想像していただけに、面食らってしまった。

「なんだよそんなびっくりして」

「だって、また居酒屋だと……」

　明らかに居酒屋ではなく、高級レストランだ。お城のような外観に、門から入り口まで赤い絨毯が敷かれている。店外にあるメニューはローマ字がたくさん並んでいてなにがなんだかわからない。

「そんなのお礼にならないだろ」

「そういうこと……」

　驚きながらも、壮士の後ろをついて歩く。いい歳をしてこんなお店に来たことがないというのは問題なのか、壮士は余裕の表情でカウンターにいる店員に声をかけた。

「予約してました皆藤ですが」

「お待ちしておりました。ご案内いたします」

　上着を預けて、中へと入っていく。外から想像していた以上に、内観も豪華だった。白を基調とした壁と、大胆な柄の入った深い青の絨毯。控え目で落ち着いた色のテーブルと椅子。店員に椅子を引かれ、戸惑いながら座った。

　壮士はさっそくメニューを開いた。千草の目の前にもメニューが置いてあるが、表紙を開くとローマ字がずらりと並んでいたのですぐに閉じてしまった。字面から見るにおそらくフランス語だったので、フランス料理のレストランなのだろう。

「苦手なものあるか？」

「……ないかな」

「じゃあ適当に俺のオススメを頼むからな」

「お願いします……」

　もう一度メニューを見ても、なにがなんだかよくわからない。写真もないし味の想像もつかない。明らかに場違いだ。

「なにキョロキョロしてんだよ」

「だって、なんかすごくて……こんなところ来たことない」

「そうなのか？　デートとかで来てそうだけどな」

「最初はいいところでも、どんどんグレードダウンしていくもん」

　自分で言ってぐさりと傷つく。今までのことを思い出してしまった。

「……もったいねえなあ」

「皆藤くんこそ、デートで使うの？」

「いや、営業で」

　壮士は店員を呼び、いくつかを注文してくれた。

「駅周辺のいいとこの店は大体調べてある」

　営業というのはみんなそういうものなのだろうか。今まで合コンで出会った男性たちの中にも営業の人がいたけれど、お店に詳しいことはなかったような気がする。壮士は意外にも細やかな性格をしているのだろうか。

「……あの上司さんも皆藤くんのこと可愛がってるみたいだったし、そういうところが評価されてるのかな」

「ああ、松木さんと話したらしいな」

「聞いたの？」

「まあね。俺のこと褒めてたって」

「っ、そ、それは」

「フォローしてくれたんだろ？　ありがとな」

「……」

　真正面からお礼を言われると恥ずかしいものがある。どう答えたらいいかわからずにいると、タイミングよく店員がワインを持ってきた。ワイングラスに丁寧に注がれていくのは白いワインだった。これも壮士が選んでくれたのだろう。

「日本酒が好きならワインも大丈夫かと思って適当なの選んだけど、平気だったか？」

「うん。あんまり飲まないけど苦手ではないよ」

「よかった。じゃあ、この前は本当にありがとう」

　グラスをそっと重ねる。

　一口飲んでみると、口の中にふんわりと花のような香りが広がった。喉を通る時もするりと落ちていき、えぐみなどはなく飲みやすい。

　ワインを嗜んでいるうちに、料理が次々と運ばれてくる。壮士が注文してくれたものはなんとも華やかな見た目のものばかりだ。よくよく見ると、見知った食材は多くあった。当たり前なのだろうけれど、名前も形も変わったものを見ていると別物のようだ。アラカルトで注文したものは、どれから食べようか迷ってしまう。まず選んだのはおそらくカツオの何かだ。まわりの野菜とソースと一緒に口に運ぶ。

「ん。おいしい」

「だろ？　ここ大事な食事会とかよく使うんだ。パンもうまいよ」

　料理と一緒に運ばれてきた木編みのカゴに入ったパン。いつ食べようかとタイミングを図っていたが、壮士が手に取ったので千草も同じように一つ取り、ちぎって食べる。

「ほんとだ、おいしい」

　手に取った感触はふわふわだったけれど、食べてみると歯ごたえがありもちもちしている。少し感じる塩味がちょうどよく、食事と合わせてもほどよいおいしさだった。油断をするとどんどん食べてしまいそうだ。

「だろ？　今度コース料理も食べよう」

「うん。食べてみたい」

　外観だけではなく味も高級だ。注文したのは４品だったけれど、もっとたくさんいろいろなものを食べてみたくなった。それこそフルコースを。

　おいしいワインと食事に舌鼓を打ちご機嫌になっているところで、壮士が少し前のめりになった。

「千草ちゃん、あれから合コン行った？」

「……行ってないし、断った」

　口に入れるものすべてがおいしくて、ふわふわしていて口が勝手に動く。

「なんでだよ……って言ったらまた怒るか」

「だって、また期待してダメになるの怖いし」

「……今までの奴、期待したんだ？」

「そう。だからもう期待しないって決めて参加した合コンで皆藤くんに会ったの。だからかな、皆藤くんは初対面から楽だったよ」

「へえ……」

　気づいたらワイングラスの中のワインがなくなっていた。おいしくて飲みやすくて、ついすいすいと飲んでしまった。

「俺も飲み足りないな……ワイン追加する？」

「んー私はもういいかなあ」

　千草は頬を赤くしていて、ほろ酔い状態だ。これ以上飲んだらまたふらふらとして動けなくなってしまうことが想像できた。わずかな理性をつなぎとめ、水を口に含む。

「あ、これうまそう」

「どれ？」

　なのに決意は簡単に揺らいでしまう。

「注文するから、気が向いたら飲めよ」

　壮士こそまだ飲み足りないらしく、今度はスパークリングワインを注文していた。少しくらいなら平気だろうとグラス一杯もらうと、すっきりとした舌触りに一口、また一口と飲んでしまっていた。

「おいしいっ」

「ワインもけっこういけるんだな」

「ここのおいしいんだもん」

「そんなに喜んでくれてよかったよ。お礼になったかな」

「お礼だってこと、忘れてた」

「忘れんなよ。感謝してるんだから」

　壮士は微笑み、じっと千草を見つめる。

「ならおごりだよね？」

　千草は冗談のつもりでからかうように笑った。いつものように言い返してくるのを想像していたのに、壮士の表情はキリっとしたものに変化する。

「当たり前だろ」

　壮士は当然のような口ぶりだ。まさかこんな高級レストランをおごってもらうなんて、千草にはもったいなさすぎる。恋人にならまだしも、ただ書類を届けただけの友人に、だなんて。

「そ、そんなつもりじゃなったのに、いいよ、こんな高そうなところ」

　千草は両手を横に振って

「そうじゃなきゃお礼にならないだろ、素直に甘えておけよ」

「……ありがとう」

　素直に、と言われてお礼を言うしかなかった。もうすでに知られているだろうけど、これ以上可愛げのない女だと思われたくはない。

「こっちこそ」

　壮士は満足げに笑った。




「そろそろ帰るか」

　おいしい食事と、デザートも食べ終わり食後のコーヒーも飲み終わったところだ。千草がお手洗いから戻ると壮士はちょうど財布を仕舞っているところだった。

「……えー」

「なんだよ」

「もっと話したい……」

　空っぽになったグラスを見つめながら千草はつぶやいていた。飲みすぎた、と思うくらいに頭はふわふわしていたが、自分が何を言っているのかは理解できていた。心地よいのと壮士と話をしているのが楽しくて、まだ離れがたい。

「やっぱあんた、酔っぱらうと素直になるな。なんでそれで彼氏がいなかったのか不思議でしょうがない」

「うるさいなあ」

「じゃあ……俺の家来る？　酒買って帰るか」

「えっ、いいの？」

　千草は輝いた目で壮士を見上げる。

「……いいのかよ。絶対わかってねえじゃん」

「なにが？」

「なんでもない。じゃあ行くぞ」

　腕をがっちりと掴まれた。ふらふらとした足取りを支えられながらレストランを出る。せっかくの高級レストランなのにまた酔ってしまった。

　壮士が街中でタクシーを捕まえ、乗り込むと車の揺れが心地よくて千草はうつらうつらとしてくる。

「寝ていいぞ」

「ん……」

　壮士の手が千草の頭を引き寄せる。ちょうどいい位置に壮士の肩があって枕変わりになる。するとすぐに眠りに落ちていた。







「おい、着いたぞ」

「んん……」

　目を覚めると、ベッドの上だった。見渡すと壮士がいて、ここが自分の部屋でないことがわかる。さらにはホテルでもなさそうだ。

「家飲みやめて寝るか？」

「大丈夫。飲みたい」

　ベッドから起き上がるとわずかな眠気があるにしろ、先ほどよりはだいぶマシだ。酔いも覚めてきている。飲みたい、というよりも話をしたいほうが強いけれど、お酒は良い口実だった。彼とは出会ってからまだ数週間なのに、千草は心を許していた。言い合いをしながらも壮士は千草を否定しない。

「無理すんなよー」

「大丈夫だってば……なに飲む？」

「……しょうがねえなあ、じゃあこっち」

　手招きをされて、ベッドを降りる。そういえばここは、壮士の家らしい。千草の家でもホテルでもなさそうだから、きっとそうだろう。もちろん来るのは初めてだ。まわりを見渡しながら壮士のあとをついて行くと、ドアの向こうはキッチンダイニングだった。

　一人暮らしにしては余裕のある空間だ。同じ歳の千草ではこんな広い部屋には住むことができない。

「適当に座ってて」

　シンクの反対側には大きめのテレビと、ソファが置いてある。千草はもちろんふかふかのソファに腰を下ろした。勝手にテレビをつけると、もう夜も遅いので深夜バラエティ番組かニュースしかなくて、バラエティ番組を選んだ。

「大したもんはないぞ」

　シックな黒の冷蔵庫を開けて、壮士は何本か缶を持ってきてくれた。千草は手を差し出す。

「うん。なんでもいい」

「……千草ちゃん、なんか……」

「え？」

「……なんでもない。ほら」

「ありがとー」

　手渡された缶チューハイを開ける。プシュ、と気持ちのいい音がした。一口二口飲むと、レモンサワーの炭酸で喉がひりひりと痺れた。

「はー……おいし……」

「好きだな、酒」

　壮士が喉を鳴らして笑った。壮士も手に持った缶を開けながらどすんと隣に座る。

「うん。好き」

「……」

「どうしたの？」

「……いや千草ちゃんさあ……」

　じっと壮士が見つめてくる。最初は笑っていた千草も、壮士の目を見ているうちに笑みが消えた。壮士の目は、一緒に飲んでいる時の視線とは違った。

　身体がぞくりとする。

「っ！」

　千草は思わずソファから降りて立ち上がっていた。

「どうした急に立ち上がって」

　しばらくは警戒していたはずなのに壮士と話をすると友だち感覚で楽しくて、もっと話したくて、あの日の夜に何をされかけたのかをすっかり忘れていた。

　壮士は、処女好きの変態なのに。

「……やっぱり私、帰るね」

「どうしたんだよ急に」

　お酒をテーブルに置いてベッドルームにあるはずのカバンを探しに行こうとする。

「よ、用事思い出した！」

「こんな遅くに用事？　もう電車ないだろ」

「……タクシーで帰るから」

　はやくこの家を出なければ。変態に何をされてしまうかわからない。もっと話したいといって引き止めたのは千草なのに、今すぐに逃げないと、ということで頭がいっぱいだ。

「待てって」

「……っ！」

　ベッドルームでカバンを探していると、追いかけてきた壮士が千草の手首をつかむ。

「なんで急に帰るなんて言い出したんだよ。……もしかして、あの日のこと意識した？」

「……」

「ここに来るまで気づかないとか、どんだけ経験浅いんだよバカ」

「しょ、しょうがないじゃない……っ！」

　経験がないっことはわかっているくせに。

　掴まれた手を引きはがそうとした時、頭を引き寄せられて壮士の唇が重なった。ぶつかるようなキスだったのに、ゆっくりと余韻を残して離れていき、ついでのようにもう一度ちゅ、と音を立てるキスを残した。

「あ……」

「キス、二回目だな」

　微笑んだ壮士の顔がまた近づいてくる。頭を支える彼の力は強く、逃げることは叶いそうにない。その代わりに腕を突っぱねて、壮士の胸を押し返した。

「ちょ、ちょっと待って」

「どうした？」

「私たち、友だちでしょ？」

「んー。そうかもな」

「なら、キスなんて」

　少しでも抵抗の手を緩めると、すぐに唇が重なる。壮士の唇は熱く、千草の唇にまで熱が移りそうだ。

「ン……キスくらいしてもいいだろ」

　両腕が千草の腰にまわる。身体ごと抱き寄せられて唇が何度もふれる。抱きしめられてしまうと抵抗する手も出ない。

「ん、やぁ」

「甘い声出してんじゃん」

　ちゅ、ちゅ、と小さなキスが落とされる。

「煽るだけだって」

「ん、んぅ」

　徐々に角度を変えた深いキスに変わっていく。二回目の壮士とのキスだ。人生でも二回目。

　この変態、と頭の中では思っているのに、甘いキスに眩暈がして翻弄されていく。すぐに身体の力は抜けていき、壮士に抱きしめられていないと立っていられない。

「ほら、舌出して」

「ん……」

　言われるまま控えめにそろりと舌を出した。

「素直だな」

　壮士は喉の奥で笑い、千草の舌をすぐに絡めとる。お互いの咥内で行き来する舌先。

　舌を吸いながら深く咥内を蹂躙される。舌を出したはいいものの、千草はどうすればいいかわからずに壮士のされるがままになっていた。激しいキスについていくだけで精いっぱいだ。舌の根から強く吸い上げられ、唾液がじゅわりと広がる。

「んん、ぅ……っ」

　絡まっている部分から濡れた音が響き始める。いやらしい粘着質な音だ。千草は壮士の服をぎゅっと掴んだまま甘く激しいキスを受け入れていた。壮士の手が千草の耳横を抑え、髪をくしゃくしゃに乱す。胸がぎゅっと苦しいほど痛む。呼吸だって苦しい。もうだめ、と思った頃に壮士の舌が離れていった。口の端からは唾液が洩れ、ぺろりと舐めとられる。

「……は、ぁ……」

　離れて行く途中で唇を優しく噛まれ、舌先で唇をなぞられる。ぞくりとして腰の力が抜けてしまう。

「……なあ、まだ俺に初めてくれる気になんない？」

「変態……っ」

　そんなに処女が好きなのかと呆れてしまう。けれど心とは裏腹に、熱いキスに千草は夢中になっていた。友だちなのに、キスをされるとこんなに気持ちよくなってしまうものなのか。

「気持ちよさそうな顔してるくせに。……千草ちゃんがその気になるまでするから」

「あ、待っ」

　身体をゆるく押されて、後ずさっていくうちに、ふくらはぎにベッドがぶつかる。そのままぐらりと視界が揺れ、ふかふかのベッドに押し倒されていた。

「んん……」

　すぐに上から覆いかぶさってくる唇は深く千草を求める。

「初めてだってわかってるし、今日は優しくできるよ」

「しなくて、いい……ん、ぅ」

　唇を重ねながら、壮士の手は千草の身体にふれる。くすぐったいような感覚に身を捩った。

「大丈夫だって」

「大丈夫とかいう問題じゃ」

　千草の言葉を、またキスが遮る。何度も何度もくっついては離れていく唇に、次第にうっとりとしてきてしまう。キスの気持ちよさを知ってしまったらしい。キスをしながら壮士の手は千草の服の中へともぐりこんでくる。お腹を撫でている手は徐々に上がり、胸をそっと下から持ち上げた。

「ぁ……」

　壮士の大きな手がゆっくり動いていく。下着の上からふくらみを包み、ゆるゆると動かす。くすぐったいような、でもそうじゃないようなおかしな感覚に、千草は声を洩らした。

「気持ちいい？」

「……ん……」

　見下ろしてくる壮士から目をそらした。壮士とこんなことをしているのが不思議だった。そして、抵抗できない自分が何より不思議だ。

「胸、けっこーあるんだな」

「や、やだ」

「その反応、可愛い」

「……変態っ」

　壮士を軽く睨むと、彼にはまったく効いていないみたいで、にやりと笑った。

「もうそれ慣れた。……もっとさわりたい」

「え、あ……っ」

　ブラジャーをずらされ、壮士の手が直接ふくらみを包む。反応しかけた胸の先端に壮士の手がふれると、勝手にぷくりと形づいていく。指先でくりくりと弄られると、腰が浮いた。

「んんっ！」

「ここ……気持ちいい？」

「は、ぁ……ん」

　壮士は楽しそうに千草を見下ろしながら、先端を指の腹でこする。その度にびくびくと小刻みに揺れてしまう。

「そ、それだめっ」

「……なんだ、気持ちよくないか？　それならこっちは？」

　壮士の手が離れて安心したのも束の間、今度はスカートに入ってきた手が太ももの間をそろりとなぞる。上下に動かしながら撫で上げ、そっと身体の中心にふれた。

「っ！」

　千草の身体がひと際跳ねる。

「やだっ、そんなとこ……！」

「……前よりちゃんと濡れてる」

「う、嘘」

　秘部にふれている壮士の指は、割れ目にそって前後になぞる。前は一瞬だったので考える余裕もなかったけれど、誰にもふれられたことのない場所をさわられるというのはこんなにも恥ずかしくて逃げ出したくなってしまうものなのか。この年齢になって初めて知った。

「自分でわかんない？　……ほら」

　足をぎゅっと閉じても壮士の手は離れていかない。むしろさらに強く秘部をこすり始めた。下着の上から壮士の指が優しく、けれど明確に動いている。

「ほら、どんどん濡れてきてる」

　自分ではどうにもできないことだ。勝手に秘部が潤んでしまっている事実に恥ずかしくなり、顔を手で覆った。

「顔見せて」

　あっさりと手をはがされ、唇が降りてくる。秘部をなぞられながらされるキスは、今の千草には刺激が強すぎるようで、ぴくぴくと身体が反応してしまっていた。次第にぬるぬると動き始める指は、下着の隙間からそっと入り込んでくる。びくん、と背中が浮いた。

「え、ひゃ、ぅ！」

「前は急だったから、今日はゆっくりするよ」

「……っ」

　急でもゆっくりでもどちらでもいい。ただこの行為が恥ずかしくてたまらない。千草は自分がこんなことをしているなんて信じられなかった。

「ここ、気持ちいい？」

　下着の中に入ってきた指は、秘部に隠れた花芯にそっとふれる。

「あっ、ん」

　千草は甘い声が洩れ、腰をもぞもぞと動かした。その場所をさわられると頭がふわふわして、もうまともなことを考えられなかった。

「よさそうだな」

　壮士は笑い、花芯をゆっくりとこねる。指の腹で転がし、摘ままれるとびりびりと全身が痺れるようだった。

「んっ、だめ、あ」

「……すごい、溢れてきてるよ」

　甘い囁きが千草の耳元に落ちた。どんどん溢れていくのが自分でもわかってしまった。じゅわりとした感覚が秘部にある。さらに壮士が指を動かすたびに濡れた音がしているので、嫌でも自覚せざるを得ない。

　花芯にふれていた指は、蜜口にゆっくりと入ってくる。あの日突然された時のような痛みを思い出して身体がぎゅっと強張った。

「……痛い？」

　まだ指先が入り口付近に入っただけだ。違和感はあるけれど、あの時のような痛みはなかった。

「大丈夫……」

「……なら前よりマシかな。続けるぞ」

「……あ……」

　壮士の指が中へと進んでいく。千草の中に、指が入ってきていると思うだけで身体がぞくりとした。濡れていた中は壮士の長い指をスムーズに飲み込んでいく。あの日とは大違いだ。

「大丈夫？」

　たびたび壮士は千草の顔を覗き込んで気にしてくれた。

「なんか、変な感じ、する」

「まだこれからだな」

　くちゅりと音を立てて、壮士の指がゆっくりと蜜口を行き来し始める。

「んっ、あ」

「気持ちいい？」

「わ、わからない」

　この感覚が気持ちいいというものなのか、まだよくわからなかった。違和感と、刺激があるのはわかる。

「っ！」

　行き来している指が速度を増しながら、親指の腹で花芯をこすり始める。その瞬間、千草の身体は痺れた。

「だ、め……そこ、やだ」

「気持ちいいだろ」

　わけがわからなくなり、首を振った。なにかがせり上がってくるのを感じて、少しの恐怖にぎゅっと目を閉じる。壮士の指は止まらず、むしろどんどん激しくなる。濡れた音も大きくなっていく。

　千草は呼吸が苦しくなり、浅い息を吐くが口を開くと甘い声が洩れるばかりだった。

「あ、あ」

　中をかき回しながら花芯をぐり、と強く押された瞬間、目の奥が光る。

「ん、や、だめ――っ！」

　びくんと身体が痙攣し、のけ反った。

「……いった？」

「は、ぁ……あ」

　千草はベッドに身を沈め、荒い息を吐く。今なにが起こったんだろうと思うほどに呆然としていた。

「……していい？」

「……」

　達したばかりで頭は朦朧としている。身体に力が入らない。下着が足からするりと脱がされ、壮士の手が膝を割り身体を近づけてくる。カチャカチャとした音のほうへ視線を向けると、壮士がスラックスをずらし、自らの熱をむき出しにしていた。

「っ！」

「いい？」

　じっと熱い視線を向けられながら、千草の蜜口には熱く硬い先端が当てられる。ドキリとして心臓がバクバクと鳴り続ける。このまま壮士としていいのか、今の千草にはわからなかった。ただ気持ちがいいだけでしてしまったらどうなるんだろう。彼のことを、好きになるのだろうか。でも好きになったとしても壮士は千草のことを友だちだと思っている。千草だってそうだった。

　経験がないのに恋人でもない人とそんなことをする覚悟が千草にはまだできていない。

「……や、やめて……お願い」

「……」

　目をそらして震えていると、壮士の動きはぴたりと止まった。やめてくれるのかなとほっとしたのも束の間、角度を変えて壮士の熱が千草の秘部にあてがわれる。

「じゃあ、これならいいだろ」

「え？　あぅ……っ」

　ずるりと秘部に壮士の熱がこすれた。

「これ、やだ……っ」

「なんでもやだやだ言うなよ」

「……」

　あまりな物言いに言い返そうと見上げた壮士の表情はどこか苦しそうで、それ以上何も言うことができなくなってしまった。

「すげ、気持ちいい」

「あ、っ、あ」

　壮士がゆるゆると腰を動かすたびに、秘部と熱がこすれる。初めて知る、男の人の熱だった。眩暈がしながらも千草は彼の熱に翻弄されていた。こすれるたびに卑猥な濡れた音が響く。目の前で、壮士が必死な顔をしている。

「……ん……なに」

　見つめているのがバレてしまって、千草はさっと顔を背けた。

「そんなじっと見られると入れるの我慢できなくなるんですけど」

「なっ……」

　千草はすでにほのかに赤い顔を、さらに赤くさせる。

「嘘だよ。そんな焦るなって」

　壮士は苦笑し、さらに激しく腰を揺さぶり始めた。壮士の手は千草の腰を掴み、熱を押し付けるようにして行き来する。

　先端で花芯をぐり、と刺激されると、敏感のままの身体はすぐに反応する。気持ちがいい、と本能的に思っていた。

「んぅ……」

「ここ好き？」

　千草のとろんとした表情に気づいたのか、壮士はわざと花芯にこすりつけるように動き始めた。今まで以上の刺激が千草を襲う。

「だめ、また、いっちゃう」

「ん。俺も……」

　壮士の呼吸も短く切羽詰まったものに変わっていく。秘部をこする熱は、ぐんと硬さを増した。その熱で花芯を押されると、千草は限界を感じた。

「あぁっ……っ！」

「っ！」

　再び千草は絶頂を迎える。遅れて壮士が低く呻き、先端から飛び出た白濁の液体が千草の太ももを濡らした。

　二度の絶頂で千草がくたりとしている間に壮士は身体を拭くためのタオルを用意してくれて、千草の身体を丁寧に拭う。乱れた服を直すとベッドの上で抱きしめられた。

「……怖かった？」

　壮士が千草の頭を撫でながら控えめな声を出す。後悔しているのか、感情の読めない声だった。

「少し……怖くて、気持ちよかった」

「……よかった」

　ぎゅっと、壮士の腕の力が強くなる。千草は壮士の熱が心地よくて目を閉じた。

「もっと気持ちいいこと、俺で覚えてよ」

「ん……」

　たくさん、キスをされた。唇がふれるだけのキスや、深く濃厚な舌を絡めるキスも、何度も何度も。

　甘くてうれしいのに、千草はどうしてもあの考えが拭えなかった。

　――そんなに、処女が欲しいの？





＊






　週が明けて水曜日、今日は壮士が来社していた。朝の10時から始まった会議は、もうすぐお昼だというのにまだ続いているらしい。あの大事な会議の後から、壮士の会議時間は長くなる一方だった。

「お昼行ってきます」

「いってらっしゃーい」

　お昼は時間をずらして交代制だ。その間一人になってしまうけれどお昼時はめったに来客はない。千草はミニトートバッグを持っていつもの社員食堂へと向かう。社員食堂は五階にあるので、エレベーターを使うしかない。

「……あれ」

　開いたエレベーターから、壮士が出て来た。

「あ……」

　千草は会釈をして、咄嗟にエレベーターの扉を押さえる。

「悪いな」

　あくまで会社では取引先の人なので、軽々しい態度はとることができない。壮士が降りたのを確認して、千草が乗り込もうとすると、声をかけられた。

「これから昼？」

「はい」

　声をかけられては無視して行くことはできない。エレベーターを見送ることにした。壮士の顔を見るのは、いやらしいことをしたあの日以来だ。あの日から何度も反芻していたので壮士を見るとさらに思い出してしまう。彼の熱い温度と、表情を。

「お帰りですか？　長時間の会議お疲れ様でございます」

　千草は平静を装い、壮士のことをあくまで取引先の担当者として扱った。

「んー帰ろうと思ってたけど……ちょっと待って」

　壮士は千草から離れ、スマートホンを取り出す。

「お疲れさまです、皆藤です。……はい、終わりました。ええ、昼食ってから戻りますので、はい。よろしくお願いします」

　簡単に電話を終えた壮士は千草のもとに戻り、にこりと笑った。

「社食、一緒に行っていいか？」

「……いいけど」

「一回人んところの社食も食べてみたかったんだよな～タイミングよかった」

　壮士はうれしそうに千草の隣を歩いた。

　社員食堂は、来訪カードがあれば社外の人でも利用できるようになっていた。社食で打ち合わせをする人もよく見る。ランチミーティングなどは案外はかどるらしい。なのでもし誰かに見られたとしてもいろいろと言い訳はできそうだ。

　千草は隣を歩く壮士をちらりと見上げる。彼は平然と、なんでもない顔をしていた。千草だってその振りをしているけれど内心はドキドキしている。

「へえ、すごいいろいろあるな。千草はなににすんの」

「……っ、名前」

「え、だめ？　仲良くなれたと思って」

「……」

　こういうところが営業の技なのだろうか。そう言われたら拒否はできない。男の人に呼び捨てにされたことはあるはずなのに、こんなにドキドキしたことはなかった。あの行為のせいだろうか。

「私は、パスタかな」

　動揺を隠して答えると、壮士は「なるほど」とうなずいた。

「いいねうまそう。俺は醤油ラーメンにしようかな」

「じゃああっち」

　メニューによって取りに行く場所が違うので、二人は一度分かれてそれぞれのメニューをもらいに行く。カードをかざすだけで、お金を支払う必要もない。お互いにトレイに料理を乗せてもらうと、適当な席に座った。

「すごいうまそう」

　壮士は終始うれしそうだった。その様子がまるで子どもみたいで、千草もつい口元をゆるめていた。

　正面に座り、食べ始める。男性とお昼ごはんを一緒にするのは初めてだ。受付はもちろん女性しかいないし、部署の異なる友だちというのはなかなかできにくい。男性から誘われることもあったが、職場で一緒にごはんを食べるようなことはしていなかった。

　初めて、職場で男友だちができたみたいでうれしかった。

「……皆藤くんの仕事大変そうだね」

「んーまあ大変だけど、充実してる」

　ずる、と勢いよく麺をすすう姿は男っぽい。高級フレンチよりもこっちのほうが見ていて楽しいな、とふと思った。

「千草は？」

「……なにが？」

　ドキリとした。彼に聞かれるのは大体「誰かとしたか？」だったのでそのことを想像してしまった。

「受付。大変？」

「……大変だけど、充実してるよ」

　勘違いに顔が熱くなる。いま仕事の話をしていたのにどうして思い出してしまうんだろう。

「俺の真似じゃん」

　壮士はくすくすと笑った。

　会社の食堂で男の人と食事をして、たわいない会話をする。なんだかちょっと前まで憧れていた恋人同士のようでくすぐったかった。壮士とはただの友だちだけど、男友だちとこうやって食事をするだけで楽しいものなんだ。今まで意識しすぎてしまったと何度目かの後悔をした。

　仕事の話やお酒の話をしていると、隣に座る女性のこそこそとした声が耳に入ってきた。

「ねえあの人かっこよくない？」

「ほんとだ、社内にあんな人いたっけ」

　誰のことを言っているんだろう。そんなにかっこいい人がいるのかと無意識に彼女たちのほうに目を向けると、パチリと目が合ってしまった。まさかこちらを見ているなんて思わず、焦って目をそらした。

「ん、どうした？」

「なんでもない。で、なんだっけ」

「そうそう。前会社の飲み会でさ……」

　壮士の話が頭に入ってこない。隣の女性たちは、壮士のことを言っていたんだと思うと、彼女たちの視線と会話が気になってしまって、そちらに耳が向いてしまう。

「気づかれちゃったかな」

「でも気になるよね。あのカード、社外の人だ。どこの会社だろ～」

　やっぱりそうだと確信した。目の前にいる壮士のことを話している。壮士のことはかっこいいとは思うけれど、他社に来てまで注目されるほどとは思わなかった。千草がいなかったら、積極的な女性に声をかけられていたかもしれない。

「あーうまかった」

「……」

「千草？」

　壮士が満足そうな顔をしながら千草を見つめる。ぼーっとして手が止まったままの千草はいつの間にか空っぽになっていた壮士のどんぶり茶碗に視線を移す。

「……なんでもない。食べ終わったら行こうか？」

「あ、ああ。千草はいいのか？」

　お皿には、和風パスタがまだ三分の一は残っていた。いつもなら全部食べ切るのに、今日はなぜか喉を通らない。

「少し……おなかいっぱいで」

「じゃあ、俺が食べる」

「え？」

　壮士は千草とトレイを交換し、パスタを豪快に食べ始めた。残っていたパスタは一瞬で壮士のお腹の中に収まった。

「すごいね……ありがとう」

「まだ足りないくらいだな」

　にっこり笑いながらトレイを持って立ち上がる壮士の顔を見て、なぜか胸が締め付けられそうだった。




「それでは、お気をつけて……」

　食堂の前で別れようとすると、壮士は千草の手首を掴んだ。

「まだあと三十分あるだろ？」

「え？」

「こっち」

　壮士はずんずんと歩き進め、千草は引っ張られるままついて行くしかなかった。お昼時で、まわりに人は多い。誰かに見られてしまったらどうしよう、と思っているうちに、壮士は一つのドアを開く。

「ちょ、ちょっと、こんなところにどうして？」

　バタンと大きな音を立てて、ドアが閉まり、風が吹く。ビルの外側にある非常階段に出てきていた。

「キスしたい」

「えっ」

　壮士の行動が信じられない千草は、目をまるくして彼を見つめていた。

「キス、しよ」

「ちょっと待っ……んん……」

　引き寄せられ唇が重なった。抱きしめられて背中を撫でられるとぞくぞくと背筋が震える。会社でこんなことをしてしまっている。誰かに見られでもしたら大変なことになるのに――。頭の中に、チラリと先ほど壮士のことを見ていた女性たちが浮かんだ。

　一般的に見ても壮士はかっこいいんだろう。会社ではモテているかもしれない。そう考えると胸がちくりと痛む。彼をとられたくないなんて思っている自分がいた。「ただの友だちのくせに」と自分に言い聞かせると、また胸が痛んだ。

　壮士の唇が離れていくと、潤んだ目で睨んだ。

「っ、……は……誰かに見られたらどうするのっ、あんたのほうが危ないでしょ」

「大丈夫だって」

　腰を引き寄せられ、またキスが落とされる。

「んんぅ……」

　非常階段には、基本的に人はいない。たまにたてこんだ電話をする人や外の空気を吸いたい人がいるくらいで、千草もよほどのことがなければ非常階段に出たりはしない。だから誰かに見られる心配は少ないだろうけれど、万が一のことがあるのに。

「あれからどうして、連絡くれなかったんだ？　会いたかったのに」

「……え」

　まさかそんなことを言われるとは想像していなかった。確かに連絡先を教えてもらっているし、休日の間も壮士のことを考えている時間は長かった。でも連絡をしてみようとは思い至らなかった。応えるべき言葉がなくて、切なげに顔をゆがめる壮士を無言のまま見つめていたら、また顔が近づいてきた。

「あ、待って、あぅ」

　舌を絡めるキスをしながら、壮士の手は千草の身体をゆっくり撫でまわす。その手はやがて、秘部へと到達する。

「んっ」

　なにかを訴えたくても口はキスで塞がれている。突き離そうとしてもすでに手に力は入らない。壮士の手は明確に秘部をこする。

「ここ……すごい気持ちよかった。会うまで……ずっと考えてた」

　変態、と言いたいのに言葉にできない。壮士にふれられているだけで千草は足に力が入らなくなり、彼によりかかる。壮士の手はスカートをたくしあげて、ストッキングの上から秘部を撫でた。指先で奥へ進もうとするのがわかった。

「だめ……破けちゃう」

　ストッキングの替えを持っていない。とはいえビル内にコンビニはあるので買うことはできる。この行為を止める口実だ。

「なら、上からさわるだけ」

「ぅ、ん」

　キスをしながらも壮士の指先は秘部をなぞる。壮士の熱でこすられたことを思い出して、身体の奥が熱く燃えた。指先で花芯のある場所をぐりぐりと刺激され、びくん、と腰が震えた。

「ん、んぅ――っ！」

　千草はあっさりと達してしまっていた。直接さわられたわけでもないのに、今まで経験がなかった分刺激に弱いのか、こんなに簡単に感じてしまうなんて。

「……は、ぁ……」

　力が入らない身体は、壮士に抱きしめられたままだ。とくとくとした鼓動が聞こえてきてここがどこだか忘れてしまいそうになる。

「なあ、そろそろ欲しくなんない？」

　千草を抱きしめながら、壮士は昂ぶりを千草の太ももに押し付ける。スラックスの上からでもわかるほどに昂ったそれは硬くなっていた。

「それはだめっ！」

　千草はハッとして、壮士の身体を押し返す。ここではもちろんしないだろうけれど、最後までしてしまう覚悟は千草にはない。初体験なだけあって頭は固く、つき合ってもいない人とできるほど器用ではない。

「なんでだよ……」

　肩を落とす壮士に、モテるくせに、と悪態をつきたくなる。

「……そんなに欲しいの？」

「欲しいよ」

　意地悪心で聞くと壮士は即答し、千草はまたカッとなる。欲しいのは身体だけなのか、今までの男の人以上に最低じゃないかと怒りが込み上げてくる。

「っ、変態。最低！」

　勢いのままわめくと、壮士は落ち着いた表情でじっと千草を見つめる。

「好きな子の初めてが欲しいって思ったらおかしいのか？」

「……え……？」

「あれ、俺言ってなかったっけ？　好きだって」

「…………」

　壮士は平然としている。

　千草は、呆然としていた。
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「ご案内いたします」

　隣の同僚が優しい声音でお客様を案内している。その声をぼーっと聞いていたら、いつの間にか同僚は席を立っていなくなっていた。

　一昨日、壮士に「好き」だと言われた。

　信じられなくて昨日はよく眠れなかった。今もまだ信じられない。友だち扱いをされていると思っていたし、千草もそうするようにしていた。この人は最初から自分のことなど恋愛対象にしていないと思って接していたのに。

「……はぁ……」

　こっそりと大きなため息を吐く。一人だからこそできることだった。壮士に連絡すべきかを悩んでいた。でもどう連絡したらいいかわからないし、好きだからつき合いたいなどと言われたわけでもないのに、どうすればいい？　なんて本人に聞くこともできない。

　壮士のことを考えすぎていて、遠くからどすどすと歩いてくる大きな存在に気づくのが遅れてしまった。

「どうも」

「……っ、お世話になっております。ご用件を伺います」

　まずい、ぼーっとしてはいけない相手が来社した。千草は瞬時に立ち上がったが、彼の目が鋭く光ったのが見えた。

　恰幅のいい目の前の男性は、取引先の会社で一番面倒だと受付の間では話題の専務だった。社名も名前ももう知っているからいいが、彼は絶対に名乗らない。

「えーっとなんだっけな、あの人呼んでよ」

「……かしこまりました。お調べいたします」

　この人はいつもそうだ。そうして受付を困らせて遊んでいる。千草は負けじとパソコンで予定を調べ始める。会議室の予定一覧を確認すればすぐにわかるはずなのに、どこにも彼の名前も社名も載っていない。専務は待つことを嫌うのではやくしなければいけないのに、焦れば焦るほど見つけられない。せめて、会議相手の名前さえわかればすぐに見つけられるのに。

「ん～どうした？」

「……もう少々お待ちくださいませ」

「待たせすぎなんじゃないの？　契約やめちゃうよ～」

「っ」

　専務の常套句だ。取引してもらっているとはいえ、そんなことを言う人など普通はいない。でも専務は普通ではないのだ。今までにも泣かされた受付の子はいるし、セクハラをされそうになった子もいる。千草はクールな対応をしているせいか言い寄られたことはないが、新人の時に怒鳴られたことがある。けれど相手は大手企業のため出禁にすることなどはできないらしい。

　専務の嫌な視線をひしひしと感じながらも、千草は背筋に変な汗をかきながら会議予定を確認することしかできなかった。

「あれ、専務、お久しぶりです」

　嫌な空気を断ち切る爽やかな声がして、顔を上げた。

「んん？　ああ、皆藤くんじゃないか！」

「……」

　どうしてここに壮士がいるんだろう。今日会議予定は入っていなかったはずだ。しかも壮士は専務と知り合いらしく、仲良さそうに会話を始めた。少しの猶予にほっとして、千草は引き続き会議予定を調べ続ける。

「いつもお世話になっています。専務もこちらで打ち合わせですか？」

「ああそうそう。後藤くんとプロジェクトの件でね」

　後藤、という名前が聞こえて、千草はすぐに検索をした。そして、該当した。担当者は会議予定に社名やプロジェクト名を入れていないようだった。もう、と腹を立てながら担当者にメッセージを入れる。すぐに返事が来て、助かった。

　千草が顔を上げると二人はまだ盛り上がっているようだった。

「また行きましょうよお食事にでも」

「いいねえ、皆藤くんいい店知ってるからなあ。今度女の子も連れてきてよ」

「そうしたいんですけどね。専務がダンディだから緊張しちゃうみたいで」

「そんなこと気にしなくていいのになー！」

　大きな声がロビーに響く。完全に上機嫌になっている。壮士のおかげだろう。

「大変お待たせいたしました。ただいま後藤が参ります」

「お～ありがと」

　先ほどとは態度が全然違う。お礼なんか言われたことないし、威圧感さえなくなっているようだった。

「そうだ。君も電話番号教えておいてよ」

「えっ」

　突然千草に矛先が向いた。どう言い訳をして断ろうか考えていると、すぐさま壮士が口を開いた。

「そうだ。うちにモデル級の秘書がいるんですけど、会いたいって言ってたような……」

「え、ほんとかい！」

　また話をそらしてくれて、ほっとして壮士を見る。彼は笑いながらもチラリと千草を見た。目が合って、胸が鳴る。気難しい専務とも仲良くできる壮士を尊敬したし、助けてくれたその姿にときめいていた。

「大変お待たせいたしました！」

　しばらくして担当者が迎えに来て、無事嵐が去って行った。千草は心の底から安堵して、壮士に視線を向ける。

　専務が見えなくなるのを見送ったあと、深く頭を下げた。

「……本当に助かりました。ありがとうございます」

　まだ胸がどくどくと鳴っている。

「いえいえ。あの人が厄介なのはどこでも有名なんだな」

「……そちらでも？」

「ええ、とても」

　にこりと微笑む。やはりどこでも厄介な人には違いないのに、壮士はうまくやれているということだろう。さすが営業といったところだろうか。

「あの……お礼がしたいんだけど」

　壮士に助けられたのは事実で、壮士がいなかったら怒鳴られていたんじゃないかと考えると恐ろしい。

「そんな大したことしてないんだけど……なら、千草の家で、手料理が食べたい」

「ええっ」

　以前壮士には奢ってもらったので、今度は千草が奢るのもいいなと考えていたら、まさかの提案だった。

「休みの日によろしく」

「ほんとに？」

「ほんとに」

　壮士は深くうなずく。お礼と言ったからには嫌がることもできず、千草は飲み込んだ。

「……わかった。今週の土曜日は？」

「やった。それでよろしく」

「……えっと、じゃあ土曜日の４時頃、最寄り駅待ち合わせでいい？」

　千草の住む家の最寄り駅を伝えると、壮士はうん、と即答した。

「じゃあ俺そろそろ行くわ。土曜、楽しみにしてる」

　壮士が立ち去ろうとするので疑問はさらに深くなり、壮士を呼び止めた。

「あ、あの」

「ん？」

「……今日、どうして来たの？」

　壮士は少し考えるようにして黙り込んでから口を開く。

「……外回りで近く寄ったから、顔見たいなと思っただけ」

「……」

「じゃあな」

　手を振る壮士の背中をじっと見つめていた。あんな好意を伝えられたのは初めてで、どうしたらいいかわからない。

　千草は同僚が戻ってくるまでしばらく立ち尽くしていた。
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　土曜日、早起きをした。朝から部屋全体を掃除し、洗濯を片付けた。前日に買い物を済ませていたので昼から料理に取り掛かることにした。髪をポニーテールにして、エプロンをつけて気合いを入れる。壮士と約束をしてからメニューをずっと考えていたが、千草にはオシャレなものは作れないので和食にするしかなかった。それでも手の込んだものを作ろうと、煮込み料理ばかりにしてしまって、調理時間がかかってしまう。

　これから壮士が家に来るんだ、と考えると緊張してしまうので、あまり余計なことは考えないようにした。

　料理をしているとあっという間に時間が過ぎ、服を選んで家を出た。

　待ち合わせの駅前に行くと、すでに壮士の姿があった。

「お待たせ」

「おー、私服新鮮」

「っ……そっちもね」

　壮士の私服は、スーツ姿とはまるで印象が違う。ジーンズに黒のカットソー。シンプルなものだけど彼のような程よい筋肉がある人にはサマになっている。髪はいつもちゃんとまとめているのが無造作になっていて、少し幼く見える。

「うちこっちだから、行こ」

「はーい」

　案内しようと先に進むと、壮士の手が千草の手にふれた。

「っ、な、なに？」

「え？　手つなぎたいなって」

「……」

　千草が何も言えないでいると壮士はさらりと指を絡めてきた。千草はどうしたらいいかわからずに黙り込むことしかできなかった。男の人と手をつなぐことぐらいはさすがに経験がある。その時も無理やりつながれた。でもその時は気持ち悪いと思ってやんわりと手を離した。でも今は、離したくないと思っていた。




　駅から徒歩十分ほどで千草の家がある。実家から引っ越してきて、ずっと暮らしている部屋だ。広くはないけれど駅から近くて、近所にスーパーもあり便利で離れることができない。

「……ここが千草の家か」

「言っておくけど、皆藤くんの家に比べたらかなり狭いからね」

「比べるもんじゃないだろ」

　壮士は笑いながら、家に入る。男の人を招き入れるのは初めてのことで、千草はすでにドキドキと緊張していた。友だちなのに、と思うのに好きだと言われた手前、どうも意識してしまう。

「……千草の部屋って感じ。なんか落ち着く」

　１Ｋの部屋は、キッチンが区切られているくらいで、ベッドもテレビも同じ部屋にある。食事をするのもベッド手前のローテーブルしかなかった。壮士の家のようにベッドルームはないが、千草はこれに慣れているので落ち着く。

「そうかな？　今準備するから座って待ってて」

「はーい」

　部屋を見回されるのが恥ずかしくて、すぐにローテーブルの横に用意したクッションを渡す。壮士は素直に座り込みながらも、やっぱりまだ部屋の中を見回していた。千草は緊張しながらもキッチンに立ちエプロンをつけて、料理の仕上げを始める。もうほとんどできているので温めてお皿に盛るだけだ。

「うわ、うまそう」

「っ！　待っててって言ったのに」

　お皿に盛っている途中、背後から声をかけられてびくりと肩を揺らす。壮士は千草の横から顔をのぞかせて、お鍋の中を見ている。

「だって暇だし……ていうか、エプロン似合う」

「もうっ、あっち行っててよ」

「はいはい」

　渋々戻っていく壮士をちゃんと見届けてから、続きに取り掛かった。平日は疲れてしまってほとんど自炊はしないけれど、余裕のある時は料理を作ることもある。苦手というわけではないが、人に食べてもらうことは滅多にないので、不安はあった。

「お待たせ。一応リクエストされたからがんばったけど……お礼になるかな。口に合わなかったらごめん」

「うまそう！　いただきます」

　いくつかのおかずをテーブルに並べたが、全体的に茶色くなってしまった。その色合いは壮士に連れて行ってもらった高級レストランとは雲泥の差だ。今さら後悔していた。普段ああいうものを食べている壮士だったら、残念なものになるだろう。千草の心配など知らぬ壮士は、嬉しそうにメインの豚の角煮に箸を伸ばした。

「うま」

「ほ、ほんと？」

　次に、筑前煮を食べてから、ごはんとお味噌汁。すべて飲み込んで、壮士は深い息を吐いた。

「嘘つくわけないだろ。うまいよ……手作りの和食とか久しぶりだし、沁みるわ……」

「よかった」

　千草は胸を撫でおろす。もっと鮮やかでオシャレなものを作るべきだったと後悔していたけどいつも通りでも大丈夫だったらしい。お世辞の可能性もあるけれど、彼は嘘をついたり遠慮したりはしなさそうだ。壮士は茶碗蒸しを食べながら、器の中をじっと見つめる。

「ていうか茶碗蒸しとか自分で作れんの？」

「簡単だよ」

　材料を混ぜて蒸すだけだ。今日のメニューの中でも一番簡単だろう。

「へえ……千草、料理上手だったんだな」

「普通だってば」

「そうか？　この歳でこんなに作れるもんか？」

　褒められているはずなのに、誰と比べてるの、とズキと胸が痛む。前の彼女は料理が下手だった？　などと余計なことまで考えてしまう。

　一通り食べてもらってから、千草も手をつける。さすがに昼から煮込んだ豚の角煮は味が沁みていておいしかった。




「あー全部うまかった。ごちそうさま」

「よかった。お礼になったかな」

「そりゃあもう」

　壮士は満足そうにお腹を撫でていた。

「ゆっくり休んでて、片付けるね」

「あ、俺も」

「いいよ。お礼なんだから」

　立ち上がろうとする壮士を制止した千草は、服が濡れてしまうのでエプロンをしてから食器を片付け洗い始める。これが終わったらコーヒーを淹れたいな、と考えていると「千草」と名前を呼ばれ、後ろから腕が伸びてくる。そっと抱きしめられた。

「っ！　びっくりした……どうしたの？」

「抱きしめたかっただけ」

「……邪魔だよ。濡れちゃうよ？」

「あと、キスしたいんだけど」

　料理をしたので髪を結んでいるせいか、むき出しになった首筋に壮士が何度も口づけてくる。

「ま、待って。まだ片付け……んん」

　壮士はいつも性急だ。したいと言ったら千草がなんと言おうと強引にしてくる。

「もう一個お礼ちょうだい」

「ん、ぁ……」

　壮士の手が千草の顎を掴み、振り向くと唇が重なった。苦しい角度でのキスは、鼓動を高めるばかりだ。咥内に入ってきた舌は、千草の口の中を丁寧に舐っていく。頬裏や歯茎まで時間をかけて。食事を終えたばかりだというのに、そんなことはお構いなしに壮士の舌が這う。

「千草、好きだ」

「っ……」

　まっすぐな告白に胸が震えた。でもまだ疑ってしまいそうになる。

「好きだよ」

「あ、あの……んんぅ」

　出かかった言葉を壮士の唇に制され、こっそりと安堵する。千草にはまだ答えが出ていない。自分の気持だと言うのに、この感情をどう伝えればいいかがわからない。千草は食器を洗うことを諦め、振り返って壮士の身体を抱きしめた。彼の服は洗剤と水で濡れてしまったけれど、そんなこと考えていられない。

　真正面から長いキスをした。

　もう壮士とキスをするのは何度目だろう。慣れてはいないけれど少し度胸はついた。千草のほうからそろりと舌を伸ばした。

「っ……え、なに」

　せっかく勇気を出したのに、壮士に身体をはがされてしまった。彼は目を見開いて千草を見つめてくる。

「……だめだった？」

「いやうれしいけど……びっくりした」

「皆藤くんが教えたのに」

　キスだって、それより先のすごいことだって、全部壮士が教えてくれた。

「うん。うれしい。もっとしてよ」

「ん……」

　ふわりと微笑んだ壮士の表情を見て、千草はまた唇を寄せる。すぐに開いた唇の隙間から、舌を絡め合った。壮士の手は千草の身体を撫で回し、エプロンの中に手を入れてくる。エプロンも服もぐちゃぐちゃだ。背中を撫で、お尻を撫で、熱い手が秘部にふれる。キスだけで熱く熱を宿した千草の身体は、その場所にふれられただけでびくりと震えてしまった。

「熱くなってる」

「……言わないで……」

　熱い視線を絡め合いながら、どちらからともなく再び唇を寄せた。キッチンの台に腰が押しつけられて少し痛い。手だって濡れたままで少し気持ちが悪い。でもキスをしているうちにどうでもよくなっていった。壮士の熱い手が下腹部をまさぐり、もう片方の手が器用にエプロンの紐をほどき、スカートのファスナーを下ろした。エプロンとスカートがはらりと床に落ちる。

「ここ、舐めたい」

　壮士は身体をかがめ、千草の足を撫でながら秘部に顔を近づけた。

「え、やだ、ちょっと」

　壮士が何をしようとしているのかわかって、咄嗟に抵抗していた。

「だめ、こんなとこでっ」

「……ベッド行く？　行ったら最後まで我慢できなくなるけど」

　挑発的な視線に、千草は言葉を飲み込む。覚悟をする時かもしれない。壮士のことを友だちだと思い込んでここまで来たけれど、もうすでに彼が友達以上の存在になっていることは、千草にだってわかっている。

「ここでされるよりはいい……」

「……じゃあ行こう」

　壮士の熱のこもった目が千草を見上げてくる。千草はこくりと喉を鳴らした。




　狭い部屋は、ベッドまですぐに到着してしまって心の準備をする余裕もない。ベッドの前でどうすればいいか立ち尽くしていると、壮士が先にベッドに座った。

「おいで？」

　隣に座れと、ぽんぽんとベッドを叩く。言われるまま座るとすぐに抱きしめられて、唇が重なる。キスをしながらゆっくりと押し倒されていった。結わいていた髪ゴムをとられ、髪がベッドに散る。

「さっきの続き」

　軽く唇を合わせながら壮士の手が千草の乱れた服を丁寧に脱がしていく。自分ばかり脱がされていくのが恥ずかしくて、千草は思わず壮士の服を掴んだ。でも緊張して手が震えてしまい、どうしたらいいかわからない。

「……可愛い」

　額にちゅ、とキスをされて、壮士は自分の服を脱ぎだした。黒いカットソー一枚を脱ぎ捨てると壮士の素肌が見える。

「っ……」

　思わず目をそらしていた。彼の肉体を見るのは初めてではないだろうか。妙にどきどきしてしまって視線を戻すことができない。

「なに照れてんだよ」

「んぅ……」

　両手で頬を包まれて強引に正面を向く。唇を、壮士の舌が舐める。

　千草は下着姿で、壮士は上半身裸の状態になってしまった。本当に、これからしてしまうのだろうか。千草はドキドキと心臓が鳴りすぎて、おかしくなってしまいそうだ。

「さっきの続き」

　壮士は千草の肌を撫でながら、身体を下に移動させる。膝にふれ、優しく足を開かせた。下着の上から秘部にふれ、顔を近づけていく。

「や、やだ……それ、恥ずかしいっ」

「いいから」

　千草はじたばたと足を動かすが、壮士の手が押さえ込む。その間にも彼の顔は下腹部に息がふれるほど近づいていく。太腿の内側に這う唇が徐々に中心へと向かっていく。

「んぅ！」

　舌先が下着の上から秘部にふれる。さわられるのとはまた違った感触が千草を刺激する。足を押さえつけ、壮士は千草の下腹部に顔を埋めてその場所を舐める。

「やぁ……そんなとこ、だめ……」

「場所変えたらいいって言った」

　つん、と秘部を舌で突かれて腰が浮いた。少し見下ろせば壮士の頭が自分の下腹部に埋まっていて、視覚的にも刺激が強すぎる。なのに壮士はさらに強い刺激を与えてくる。千草の下着をずらして、直接秘部を舐め始めた。

「んんぅっ！」

　びくん、と今まで以上に身体が動いた。壮士は秘部を開き、ぬかるんだ場所を丹念に舐める。

「や、やだ……それ、やぁ……っ」

　涙声になる千草を無視して壮士はぴちゃぴちゃと音を立てながら続ける。指とは違うぬるりとしたものが秘部を這う感覚は初めて味わうもので、千草の快感が引き出されていく。巧みな舌は緩急をつけながら秘部を舐り、千草は蜜を溢れさせていく。するとさらに濡れた音が大きくなり、耳を塞ぎたくなった。

「ひゃぅ」

　壮士の舌先は、隠れた花芯を見つけてそろりと舐める。千草が大きく反応すると、花芯を優しく、丁寧に舐り始めた。けれど優しい刺激も千草にとっては大きなものだ。壮士は逃げるように引く千草の腰を押さえ込み、花芯ばかりをいじめる。ふれられるとすぐに達してしまうのに、舐められるとさらに何倍も早く爆ぜてしまいそうになる。口を開いて酸素を求めて、浅い呼吸を繰り返すことしかできない。

「あ、もう、だめ、皆藤くん……っ」

「いいよ、いって」

　追い打ちのように、ちゅ、と花芯を吸われた。その瞬間目の奥が白く光る。

「あ、ん――っ！」

　千草は背を弓なりに反らして達していた。

「……大丈夫か？」

　ベッドに身体を預け、ぴくぴくと痙攣しながらもゆるくうなずいた。まだ呼吸は荒いままだ。壮士の熱い手にそろりと頬を撫でられ、千草は彼を見上げた。

「んっ」

　ぴたりと、蜜口に壮士の熱が当たる。敏感な身体はぐりぐりと入り口を刺激されると自然とひくつく。

「千草……挿れていい？」

　真剣な表情で見下ろしてくる壮士と目が合う。あまりにもまっすぐな目をしているのでそらすことを忘れていた。ストレートな言葉に千草は息を呑む。

　いつからか、千草の心は決まっていた。自覚したのは最近だけれど、日に日に壮士への気持ちが大きくなっている。彼がどういう気持ちで最後までしようとしているのかは怪しいところではあるけれど、求めてくれるなら応えたい。

　千草は壮士の目をじっと見ながら、小さくうなずいた。

「っ」

　壮士は明らかに驚いている様子で呆然と千草を見下ろす。

「っ……皆藤くん？」

「……ごめん」

「え？」

　入り口をこすっていた熱は離れていく。その代わり、以前のように千草の太腿で性器を挟む。

「だって、初めては好きな奴のためにとっておきたいだろ？」

「あ、んっ」

　どういう意味？　と問いかけようとしたが壮士が腰を揺すり始めたので、言葉は嬌声に変わってしまった。

　また、こするだけの行為だ。これでも千草にとっては十分刺激的でセックスをしている感覚はある。けれど壮士が望んでいたことはそうじゃない。最初は変態だと思っていたのに、今では千草はもう身体を許してもいいと思っていた。だからまさか拒否されるとは思わなかった。ましてや、好きな人のために、だなんて。

　千草はもうすでに――。

「ああっ」

　頭は冷静でも、身体は勝手に熱を灯していく。秘部にこすりつけられる淫猥な熱は逞しさを増し、こすれる場所からは濡れた音が鳴る。くちゅくちゅと、壮士が動くたびに耳に届く音は千草の呼吸を乱す。

　伸びてきた手は胸のふくらみにふれ、腰を折ると壮士の唇が落ちてくる。

「んんぅ」

　あらゆる場所に与えられる刺激に、次第に千草は難しいことを考えるのをやめた。というか、何も考えられなくなっていた。

　まるで挿入をされているように激しく打ち付ける熱。千草は手を壮士へ伸ばし、背中を抱きしめた。汗ばんだ背中がぺたりと吸い付く。

　何度も往復する熱は硬くなり、びくびくと震え始める。目の前の壮士も、苦しそうに息を吐いていた。

「……っ、いきそう」

「ん、あ、ぅ」

　小さくつぶやくと壮士は高みへ昇ろうとしているのか、動きはさらに激しくなる。肌がこすれぶつかる音がする。千草は荒々しい動きを、目をぎゅっと閉じて受け止めた。

「っ、う――」

　壮士は低く呻き、びくんと腰を震わせる。ふれている避妊具をつけた性器も千草の太腿の間でびくびくと揺れて白濁を吐き出した。

「っ、あ……あ……」

　荒い息を吐きながら壮士はゆっくりとベッドに突っ伏す。

「……ごめん俺だけ……大丈夫か？」

「……ん……」

　髪を撫でてくる壮士の手が頬にふれた。熱くて胸が締め付けられた。行為が終わると余韻もなくまたあのことを思い出してしまう。

　あんなに処女が欲しいと言っていたくせに。千草がうなずいても、壮士は最後までしなかった。





＊






「……おはよう」

「おはようございます。少々お待ちください。……江本が参りますので恐れ入りますが少々お待ちください」

「ありがとう。……そういえばさ、また日本酒の種類が豊富な店見つけたんだ。行かない？」

「……うん、行きたい」

「じゃあ来週くらいな」

　千草は微笑みうなずいた。

　壮士との関係はなにも変わっていない。あの日最後まですることを断られてしまって傷ついたが、今までさんざん拒否してきたのは千草だ。今更落ち込むのは身勝手なのかもしれない、と考えると、うまく落ち込むことさえできず、宙ぶらりんのような感情のまま過ごしていた。

「皆藤さん、お待たせしました。ではこちらに」

「江本さんお世話になっております」

　担当者が迎えに来て、立ち去る背中をこっそりと見つめる。

「……先輩、今の人かっこいいですね……彼氏ですか？」

　隣に座るのはいつもの同僚ではなく、新しく入社した後輩だ。さすがに一日を二人だけでまかなうのは大変で、交代制の三人体制になり、彼女が入社してきた。可愛らしい見た目で受付もさらに華やかになった。

「誤解、知り合いだよ」

　知り合い、というには違和感があったが、なにも知らない後輩にはそう言うしかなかった。

「彼氏じゃないなら紹介してほしいな～それか、合コンしてくださいよ！」

「え……」

「先輩たちから聞きましたよ、よく合コンしてたって。私も最近彼氏と別れたばっかりで……」

　後輩の表情が沈んでいくのを見て、慌ててうなずいていた。正直、合コンにはもう二度と行かないと決めていたので嫌だったけれど、彼女が悲しそうな顔をするので放っておけなかった。

「う、うん聞いてみるね。今は仕事中だからあとで話そ？」

「はい。ありがとうございます！」

　けろりと笑顔になる彼女を見て、少しだけ後悔した。




　帰宅後、千草はベッドの上でスマートホンと名刺を用意してじっと固まっていた。壮士にもらった連絡先に、まだ一度も連絡をしたことがなかった。今日壮士が帰る時に合コンの話ができるんじゃないかと思っていたが、千草が昼休みの間に帰ってしまったらしく、会うことができなかった。後輩からはせっつかれるし、ついに連絡をしなければいけない時が来てしまったらしい。別に避けていたわけじゃないのに、なんとなくタイミングを逃してここまで来てしまった。一度タイミングを逃してしまうと、なかなか難しい。千草は緊張しながら壮士に教えてもらったＩＤを打ち込み、メッセージを送った。

　――千草です。ちょっとお願いがあるんだけど。

　するとすぐに無料通話がかかってきた。驚いてスマートホンを落とすところだった。

「も、もしもし？」

『連絡くれたの初めてだな。どうした？』

「……あのさ、合コンしない？」

「……は？」

「えっと、今日皆藤くんを見た後輩が、いいなって言ってて……合コンしたいって」

　紹介して、と言われたことはなんとなく言いたくなかった。

「いいけど」

「えっ」

　あっさりＯＫされてしまった。

「それなら千草と俺主催でやろう」

「……わかった」

　壮士は慣れているのか、話は順調に進み、日程まですぐに決まってしまった。今の壮士だったら断るだろうと思っていたのに承諾されて拍子抜けする。というか、当たり前のように千草も参加することになってしまって気が重くなる。今は壮士のことを考えているだけで精いっぱいなのに。




　合コンが決まったことを後輩に告げると、彼女はすごく喜んでいた。さらにはいつものメンバー三人を誘ったが、彼女たちは連日の合コンで本命の彼氏ができたらしく、断られてしまった。けれど友人たちに声をかけてくれてなんとか人数が集まった。壮士にも同じ人数を誘ってもらった。５人対５人だ。お店は壮士が調べてくれた、オシャレで女子受けしそうなお店だ。

　壮士と日本酒を飲みに行く話は流れてしまって、せっかくのやり取りも合コンの話ばかりだ。千草はもやもやとしたものを抱えながら、合コン当日を迎えた。

「乾杯！」

　壮士の音頭で乾杯をした。千草側は千草と後輩と、同僚の友人などで、壮士のほうは同じ会社だけれど部署の違う人たちばかりだった。千草と壮士が出会った合コンとは、メンバーが全く替わっていた。連れてきた女性たちのことを千草はあまり知らないので、今日も徹底的にサポートにまわろうと決めていた。

　けれど開始直後、いろんな女性に声をかけられている壮士を見て、すぐに気持ちが削がれた。もう帰りたいとさえ思っていた。

「今日幹事なんだっけ？　皆藤と知り合い？」

　隣に座った男性が声をかけてくれ、何とか理由をつけて帰ってしまおうか、という気持ちがほんの少し収まった。

「ええ、取引先の方で……」

「仕事何やってるの？」

「受付です」

　千草はいつもの笑顔をつくった。

「どうりできれいだと思った！」

「……いえ……」

「みんな可愛いよね。皆藤に感謝しないとな」

　隣に座った少し軽そうな彼は、千草を気に入ってくれたらしく、やたらと話しかけてくれる。いろいろと褒めてくれるけれど、きっとこの人も付き合いが続いていくと「男友だちといるみたいだ」なんて言い出すんだろうな、とついつい思い込んでしまう。

　開始からしばらく経つが、まだ一度も壮士とは話をしていなかった。気になってチラチラと見るが、壮士は楽しそうに笑っていた。二人の女性に挟まれて、顔をゆるませている。

「私ちょっとメイク直してきますね」

「いってらっしゃ～い」

　なんとなく気分が悪くて席を立った。メイクを直すほど崩れてはいないので口実だ。パウダールームに手をついて鏡で自分の顔を見ると、疲れきっていた。

「……はぁ……帰りたい」

　大きく息を吐く。隣の人とだけ話をしているのも疲れたし、壮士のことを気にしてしまうのも疲れてしまった。お酒を飲みすぎたわけではないのに胸が気持ち悪い。でも一応幹事なので最後まで居たほうがいいだろう。しばらくこもってから、覚悟を決めてパウダールームを出た。

「長かったけどどうしたの？　気分悪くなった？」

「あ、大丈夫ですメイクを直してただけで……」

　扉を開けた正面に、隣の席に座っていた男の人が待っていた。気に入ってくれているとは感じていたけど、ここで待つほど？　と千草は動揺する。

「具合悪くなったなら休憩しに行く？」

「っ」

　急に距離が近くなり、肩を抱かれた。今まで合コンをしてきて何度かあった光景だけど、ここまで悪寒を覚えたのは初めてだった。でもこの人は壮士の会社の人だ。失礼があってはいけない。どうにかうまく逃げ出せないかと考えていると、こちらに歩いてくる人影が見えた。

「……高野さん、どうした。大丈夫？」

　壮士の顔を見て、千草はひどく安心していた。

「あ、皆藤」

　肩に置かれた男の手がそろっと離れていく。

「俺、家近いから送るよ。カバン持ってくるから帰ろう。ここで待ってて。おい、戻るぞ」

「お、おお」

　壮士はしつこかった男性を連れて戻ってくれた。千草は壮士の気遣いに感動しながら大人しく待っていると、すぐにカバンを持った壮士が戻ってきてくれた。

「大丈夫か？　……ってうわ」

　千草は思わず抱き着いていた。

「おい、ほんとに大丈夫か？　また飲みすぎたんじゃないだろうな？」

　壮士は離れることなく、千草の背中を撫でてくれる。大きな手にほっとして、さらにぎゅっと力を込めた。

「……家なんか近くないのに」

「嘘に決まってんじゃん。あいつ嫌だっただろ？」

　壮士の知り合いだから、嫌だとはすぐ答えられなかった。それに、きっと彼が悪いわけではない。千草はあの場所にいたくなかっただけだ。壮士が他の女性と話をして楽しそうにしているのを見ていられなかった。

　だから今、壮士がこうして自分のもとに来てくれたことがうれしくて抱き着いているのだ。

「……ありがと」

「はぁ……やっぱりアイツ誘うんじゃなかった。ごめん」

「ううん。合コン頼んだのは私だし……」

「俺……すげえ腹立って、わざと社内で評判の悪いチャラ男誘った」

「ひ、ひどい」

「ひどいのはお前だろ。俺が好きだって言ってんのに、他の女と合コンしてほしい、とか」

「……」

　見上げると壮士はまだ心配そうな顔をしてくれていた。でも千草は壮士に抱き着いた時点で、気持ち悪さなどどこかにいっていた。

「好きって、本気？」

「冗談で何度も言うかよ」

　壮士が「好き」だと言ってくれるたびに千草は迷っていた。その気持ちを信じていいのか、そして自分はどう思っているのか。喉の奥で引っかかって出なかった答えはもう溢れ出しそうだ。

「行くぞ」

　壮士は千草の腕を引っぱり、店の外に出る。すぐにタクシーを捕まえてくれて、千草を乗せた。

「今日はもう帰れ。ゆっくり休めよ。俺は一応幹事だし、一回戻る」

「……ごめんね」

「いいって。じゃあな」

　タクシーの中から、壮士に手を振り返す。

　抱き着いた時の壮士の身体や匂いを反芻していた。落ち着いて、ドキドキして、気持ちがよかった。

　思い出してはぎゅっと胸が締め付けられて、自分の気持ちに確信が持てた。





＊






――飲んでるから来ない？

　仕事帰りにスマートホンをチェックすると、壮士からメッセージが入っていてドキリとする。送信と見たタイミングが同じだったらしく、続けてお店のＵＲＬが送られてくる。開いてみると、会社にわりと近いバーだった。この前言っていた日本酒の種類が多い店とはまた違う店だろう。合コンの時のこともお礼をしないといけないし、何より壮士に会いたい。「行く」とすぐに返信をした。

　場所は会社の最寄り駅反対側にあるお店だった。地図を頼りに歩いていくと、明るかった道は路地に入った途端に真っ暗になる。飲み屋が多い通りなのに暗いと少し怖い。地図を見ていてもお店はなかなか見つけることができなかった。

「千草、こっち」

　名前を呼ばれて声の方向を探すと、壮士が手を振っていた。

「外で待ってたの？」

「ん。暗いから見つけられないんじゃないかと思って」

「ありがとう」

　壮士の言う通りで、道が暗くて地図を頼りにしても見つけるにはかなり時間がかかっただろう。しかもお店は地下で看板さえもわかりづらかった。地下へ降りる階段を下っていくと、重い扉の先は薄暗い店内だった。

　普通のお店とは違うような雰囲気が漂っている。

「……なんか、このお店……」

「異様だろ？」

　壮士の後ろにぴたりとつきながら千草はうなずいた。薄暗くて、人がいるのはかすかにわかるけれど足元が照らされている以外は照明がほぼ無い。どこからともなく甘い声が聞こえてきたりして、まさに異様だ。

「ハプニングバーとはちょっと違うから安心して。ちょっと大人なバー」

「ここで、一人で飲んでたの？」

「ごめん、アレ嘘。千草とここに来たかっただけ」

　通された席は、二人掛けのソファ席だ。とはいっても、ソファは一つ。隣り合わせに座るようになっているらしい。

「最初から言ってくれればよかったのに」

「嫌がるかもしれないじゃん」

　隣に座ってメニューを開くと、普通にお酒の名前がずらりと載っている。しかも豊富そうだ。食事系は少ないので、本当に飲む場所なのだろう。けれど周りからは依然として甘い声が聞こえている。ごそごそと衣擦れの音や恋人同士がいちゃつくような声までも。

　大人のバーというけれど、度が過ぎている。

「わ、すごい。ねえ、ほんとに怪しくないの？」

「ないない……でも」

　壮士が耳元に唇を寄せる。

「えっちなことはできるよ」

「っ、ちょっと！」

　千草は動揺して壮士の身体を押し返してしまう。彼との距離を意識すると、なかなか素直になるのは難しい。

「悪い悪い」

　壮士は気にした様子もなく、笑いながら立ち上がる。どうやらこのお店はお酒をカウンターで注文し、自分でもらいに行くスタイルらしい。壮士は千草の分も一緒に買ってきてくれた。乾杯をするけれど、お互いのお酒の色が見えないほど暗い。

「俺、もうしばらくそっちの会社行かなくなるんだ」

　しっとりとお酒を飲みながらたわいのない話をしていたら、壮士がワントーン声を落とす。

「え……」

「別に悪い理由じゃなくて、プロジェクトも軌道に乗ってきたからあとはもうメールや電話で大丈夫だろうって話になった。最近はテレビ会議とかもあるしな。今のところそっち行くのはあと一回」

「そっか……」

　思わぬ報告に千草はうつむいた。壮士は取引先相手で、確かにこの先もずっと毎週来社する、というわけにはいかないだろう。でも最近では当たり前すぎる光景だったために、もう壮士と会社で会えないと思うと物足りなくなりそうだ。

「寂しい？」

「……っ、そんなこと」

「俺は寂しいよ。千草の受付嬢姿見るの好きだったから」

　どうして壮士はまっすぐ伝えてくれるのだろう。千草はまだまっすぐ向き合うのが怖い。期待をして、また傷つくのが怖い。

「でもさ、連絡先交換してるし、いつでも会える」

　壮士はにこりと笑った。少しも寂しいと思ってないみたいだ。

「千草は俺に会いたいって思ってくれんのかな」

「……」

　千草がどう答えたらいいか考えあぐねていると壮士はうつむきながら立ち上がった。

「……酒ないな。同じのでいい？」

「あ、うん」

　どうして寂しいと素直に言えないのだろう。

　壮士が席を立って、しばらく経過したけれどなかなか戻ってこない。見渡しても暗いせいでなにもわからない。ちょっと立ち上がって、壮士が向かった方向を、目をこらして見る。

「……ごめんね」

　壮士の声がする。暗闇に慣れてきた目は、彼の姿をとらえた。誰かと話をしているところらしい。壮士の隣には小柄な人が二人いる。

「え～いいじゃん一緒に飲もうよ」

「ごめんって、人と一緒だから。また機会があったらな」

「も～～」

　甘ったるい声を出しているのは女の人だ。二人から離れて壮士がこちらへ戻ってくる気配がした。

「ごめんお待たせ」

「……モテるね」

　千草はじろりと壮士を睨む。睨もうと思っていたわけではないのに自然と目つきが悪くなっていた。

「……見てた？」

　じっと見ながらうなずくと、壮士は笑った。

「そう。俺モテるから、気抜くと他の女のところいっちゃうよ」

「……ばか」

　本気なのか本気じゃないのかわからない口調でどうしたらいいかわからない。千草は壮士を観察するようにじっと見ていた。

「……キスする？」

　すると壮士に肩を抱かれて引き寄せられる。そんな雰囲気ではなかったはずなので急な展開に戸惑う。確かに周りにはそういうことをしている人はたくさんいた。

「なにその聞き方」

「いや。したいかなって」

　気持ちを見透かされているようで悔しくなる。

「別に、してもいいけど」

「素直じゃねえな」

　くすりと笑った壮士の指が千草の顎を掴み引き寄せる。

「ン……」

　優しく唇が重なり、丁寧にゆっくりとお互いを求めあった。

「舌、絡めて」

「んん」

　壮士の舌が千草の唇を舐め、千草も舌を差し出す。お互いの舌を舐め合い、咥内へと導いていく。壮士の手は千草の耳を撫で、首筋をくすぐる。鎖骨や肩を撫でて、服の上から胸のふくらみにふれた。

「わ、ちょっと、そんなとこ、ここで」

「大丈夫。見えないから」

「そういう問題じゃ……っ」

　胸のふくらみに置かれた手は、明確に動き始める。真っ暗で他の人の甘い声が聞こえるとはいえ、誰かに見られるような場所でするのは千草にはハードルが高い。

「じゃあ……脱がさないでね？」

「っ、わかってる」

　壮士の喉がごくりと鳴った。

　また唇がふれ、すぐに舌を絡め合う。胸にふれていた壮士の手はごそごそと服の中に入ってくる。下着の上から胸のふくらみにふれる。大きな手はすっぽりと胸を包み、ゆるく手を動かされるだけで身体が熱くなっていく。下着をずらすと直接壮士の手がふれて、その熱さを知った。

　先端を指の腹でこするとぷくりと立ち上がる。すると壮士は指の腹で先端を挟み、動かし始める。キスをしながらも千草の声は甘く洩れ出ていた。

「ふ、ぅ」

　お互いの咥内からは濡れた音が響き、溢れる唾液は飲み込んだ。こんなに長いキスは初めてだった。苦しいけれどもっとしていたい。千草は自らも積極的に舌を絡めていく。拙い動きでも、千草のように壮士にも気持ちよくなってほしかった。

　ふくらみにふれている壮士の指先はずっと先端を弄っていて、千草は時折びくりと腰を揺らす。甘い刺激に頭がぼんやりと霞みがかる。ふくらみごと優しく撫でたり、先端に爪を立てて刺激したり、あらゆるものが千草を襲う。

「……気持ちいい？」

「ん……」

　余韻を残して唇が離れていくと、お互いの舌を糸がつなげる。唇をぺろりと舐められ、それだけで達してしまいそうになった。うっとりとその光景を見つめていた。

「……皆藤くん……」

　吐息交じりで彼の名前を呼ぶ。

「……ん？　気持ちいい？」

　好き。好きだと言いたくてたまらない。

　千草は震える唇をそっと開いて形作る。言葉で伝えるのは勇気が入り、なかなか口に出せないでいると壮士が息を荒くしながら千草の耳元で囁いた。

「……千草、ほんと最初のイメージと全然違う」

「……っ」

　千草は壮士を信じられない顔で見つめた。変な汗が滲み出て来て、心臓がバクバクと鳴る。

「千草といると俺――」

「帰る」

　お前といると友だちみたいで楽。そう聞こえた気がして、千草は立ち上がった。

「え？」

　壮士はぽかんと千草を見上げる。どうしてもその続きを聞きたくない。せっかく甘い雰囲気になり告白をしようと思っていたのに、挫けてしまった。カバンを手にして少し乱れた服を整えてから、足元の明かりを頼りに歩き出した。

「ごめん、帰るね」

「……え、送るけど、どうした？」

「いらない。じゃあね」

　暗くてよく見えないけれど、壮士からはやく離れるために小走りになっていた。

「おい、千草！」

　引き留める壮士の声を無視して千草は店を出て、外ですぐにタクシーを捕まえて乗り込んだ。住所だけ告げると、すぐに顔を手で覆い隠す。

「……ふ、ぅ」

　壮士までもあんなことを言うなんて。

　一番聞きたくなった言葉だ。せっかく壮士のことを好きになっていたのに、自分の気持ちを伝えようとしていたのに、どうしてあんなことを言うの。










第五章











　まただめになってしまった。

　これで何回目だろう。今度こそ大丈夫だと思っていたのに。

　好きだと言われていたし、千草も壮士に惹かれ、好きになっていた。なのに告白をする手前でこんなことになってしまうなんて。

　もう本当に、しばらく立ち直れない。今度こそちゃんと彼氏なんか諦めて、仕事に生きよう。趣味を作るのもいい。

　千草は壮士に言われた言葉を何度も思い出す。

　あの言葉の続きを想像するだけで怖い。こんなに好きになってから、あんなことをしてから「友だち」だと言われてしまったら今度こそ立ち直ることができない。だから逃げてしまったけれど、壮士からはメッセージや電話が入っていた。それすらも見る勇気がなく、通知が溜まっていくばかりだ。

　けれど今日は壮士が会社を訪れる日だった。彼が言うには恐らく最後の日。千草は昨夜からずっと緊張していた。

　逃げておいて、連絡を無視しておいて、どういう顔をして会えばいいかわからない。

「すみません」

　声をかけられ立ち上がる。思っていたのとは違う人でほっとした。

「……はい。ご用件をお窺いいたします」

「営業の斉藤様と打ち合わせ予定の奥田と申しますが……」

「お世話になっております。確認いたしますので少々お待ちくださいませ」

　パソコンで会議スケジュールを確認する。すぐに確認できて顔を上げると、入り口から壮士が入ってくるのが見えて、どきりと胸が鳴った。もう一度うつむいてパソコンを確認する振りをしていた。その間も、コツコツとした足音が近づいてくるのがしっかり聞こえてくる。

「……あの」

　壮士の声がした。でも顔を上げることはできない。

「はい。お窺いいたします」

　隣に座っていた後輩が立ち上がり、壮士の対応をしてくれた。実際千草は接客中なので対応することはできない。千草はうつむいている間も何かしなければいけないと思い、接客中の会議相手の斉藤に連絡をした。確か、壮士は会議室へ案内する予定のはずだ。受付二人とも席を外したくはないので、担当者には迎えに来てもらうように連絡をしておいた。するとすぐに「行きます」と返信が来た。

「皆藤様、ご案内いたします」

「……ありがとうございます」

　後輩が壮士を連れて、会議室へと向かう。ほっとして千草はようやく顔を上げることができた。

「大変お待たせして申し訳ございません。確認がとれましたので、ただいま担当の者が参ります」

「ありがとうございます」

　接客をしていても、壮士のことが気になって仕方がなかった。彼はどういう顔をしていただろうか。千草のことを少しでも気にしていただろうか。

　千草が逃げて、壮士はどう思っただろうか。




「やっぱり皆藤さんかっこいいですね～」

　戻ってきた後輩は開口一番にそう口にした。壮士の名前を聞いて、ドキリとせざるを得ない。

「……」

「でも、先輩のだからダメかあ」

「わ、私のとかないよ」

　恋人同士のようなことをしているけれど、つき合っているわけじゃない。

「でもあの人、合コンの時ずーっと千草先輩のこと見てるし、つき合ってるんじゃないとしても、気持ち丸見えですよ」

「え……そうなの？」

　あの時、千草が壮士のことを見ても目は合わなかった気がする。千草もそうとう彼のことをチラチラ見ていたはずだったが。

「先輩が席を立ったらすごいそわそわしだすし、追いかけてませんでした？」

「……」

「あんなイケメン離したらだめですよ～」

　後輩の言葉がぐさぐさと胸を突き刺す。お手洗いに立った時、壮士はすぐに現れて助けてくれたけど、あれは偶然じゃなかったんだ。そう思うと胸の奥がきゅんと切なく締め付けられる。いつも助けてくれる壮士を、どんどん好きになっていった。いやらしいことにも、のめり込んでしまった。もう後戻りできないほどに惹かれている。

　だからこそ壊れるのが怖い。千草は前へ進む勇気も、後ろへ下がる勇気もなく、立ち往生していた。恋愛経験の希薄さが、ここで千草を苦しめる。




「あれ、もう終わったんですね」

　壮士が来てから一時間も経過していないだろう。受付の前を通った壮士はちらりとこちらを見て、目が合ってしまった。

「皆藤様！」

　千草が目をそらした時、女性の声が壮士を呼んだ。

「あの女の人、誰ですか？」

　そろりと視線を向けると、壮士の隣にはスレンダーな女性がいて、一緒に歩き出していた。もう何を話しているか聞こえない。

「……知らない、けど……」

　社員証を見るからに、社内の人だろう。でも壮士が来社し始めてから、あんなにきれいな人と話をしているのは見たことがない。彼女は親しげに壮士と話をしながら歩いて会社を出ていく。その密着度はまるで恋人だ。

「先輩、ピンチですって」

　隣にいるはずの後輩の声がやけに遠くに聞こえる。

　あの人がいるから壮士は最後までするのを拒否したのだろうか、とふと思った。壮士はかっこいいし女性の扱いも慣れている。少々変態なところに目をつむれば相当いい男だろう。経験の浅い千草にはもったいないくらいに。

　でも壮士は「好き」だと言ってくれていた。処女目当てだったかもしれないけれど、少しくらいは望みがあったはずだ。逃げたのは自分。勇気を出さなかったのは自分。

　今さら遅いかもしれないけれど、後悔はしたくない。

　千草は受付カウンターの下で、ぎゅっと手をにぎる。

　壮士を誰にも渡したくないと初めて激しい感情を覚えた。





＊






　――会いたい。

　覚悟を決めたその日の夜に、さんざん悩んでそれだけ送った。それしか送ることができなかった。恥ずかしいことを送ってしまったと後悔もしたが、今の自分の正直な気持ちだ。これで拒否でもされたら諦めがつく。でも未読にしていた壮士からのメッセージは「怒らせてたらごめん」「話がしたい」「会いたい」という千草の胸を締め付けるものばかりだった。できることならまだ望みがあってほしいと願う。

メッセージアプリを閉じた瞬間に、通話を知らせる音が鳴った。壮士の名前が出て、ドキドキしながらも通話ボタンを押す。

「……もしもし？」

『俺も会いたい』

　名乗る前に、挨拶をする前に、謝る前に壮士は勢いよく応えた。

「……皆藤くん、今どこ？」

『直帰だったから、家の近く。千草は？』

「私は会社出たとこ。……家に行っていい？」

　千草に迷いはなかった。

『いいよ。タクシーで気をつけて来て』

「わかった」

　通話を切ると、千草は胸を鳴らしながらタクシーに乗り込み、壮士に教えてもらった住所を告げる。タクシーの中ではぎゅっと汗ばんだ手をにぎり、窓の外を見つめていた。




　到着してタクシーを降りると、入り口の前に壮士がいるのが見えて、走り寄った。

「……ここで待ってたの？」

「ああ。待ちきれなくて。こっち」

　千草の手をさらりと握り、壮士はマンションの中へ入っていく。まるで逃がさないといっているような力の強さだった。エレベーターに無言で乗り、壮士の部屋に入る。

　入った途端、大きな胸の中にいた。

「……千草。この前は……」

　名前を呼ばれて抱きしめられる。

　いろいろ言いたいことはあった。でも今一番伝えたいことをはやく言葉にしてしまいたかった。今の千草には勢いが大事だ。壮士の言葉を遮り、顔を上げた。

「好き」

「……え？」

「好きなの。悪い!?」

　まるでケンカをするような言い方。し慣れないことをするからだ。壮士も目をまるくして驚いている。

「……いや悪いわけないっつーか、うれしいけど……本気で？」

「でも皆藤くんは処女が欲しいだけでしょ？」

　一度伝えると心がすっとして、さらにすらすらと言葉が出てくる。

「……変態って言ってたのはそういうこと？　俺のことそんな風に思ってたのか？」

「だって、最初に言ったのはそっちじゃない」

「なんだっけ」

「初めて俺にくれない？　って。処女が好きなんでしょ？」

　ずっともやもやしていたことだ。壮士がどういうつもりで千草にあんなことをしてきたのか、好きだという感情ではないと思っていた。だからこそ自分の気持ちを抑え込んで、結局ここまでこじれてしまった。

「……え、ああ、違うって！　俺はあの時、あんたが可愛いなと思って……けっこー最初から気に入ってた」

「……」

「処女なら誰でもいいとかじゃない。千草の初めてを俺が、いい思い出にしたいなって思っただけで」

　壮士の必死な言葉が胸の中に入っていく。言葉が足りなすぎる。でも、苦しくなるほどうれしかった。千草はごくりと唾を飲み込み、一番心をざわつかせた悩みを口にする。

「……イメージと違う、とか言ってた」

　その言葉を聞いた時の絶望感といったらない。あの場にいられなくなるほど千草は逃げ、落ち込んだ。本当は、聞くのもつらい。

「そりゃそうじゃん。最初のイメージと全然違う。こんな可愛いなんて思わなかった。知れば知るほど、やられてる」

「……そんなの、わからないよ」

　自然と涙がこぼれていた。

「あとは？　気になることあるか？　信じてくれるんならこの際全部聞いてくれ」

「……今日、女の人とくっついて会社出て行った」

「あの人は取引先の……ってか千草の会社の人だよ。ずっと打ち合わせしてたから最後にみんなで軽く食事に行くことになって店の場所教えてもらった」

「やけにくっついてた」

「知らねえって。何度も言ってるけど、俺は千草が好きなんだよ」

「……」

　ぽろぽろと涙が止まらない。壮士が何度も指で拭ってくれても、収まる気配がない。瞼や目尻に壮士の唇がふれる。

「もう一回聞きたいんだけど」

「……なにを？」

「千草の気持ち」

　もうそれどころではないほど千草の気持ちはいっぱいになっていた。でも震える唇を開く。まだ全然伝え足りない。

「……好きだよ。皆藤くんが好き……まだ間に合う？」

「遅い」

　ずきりと胸が痛む。でもすぐに唇がふれて壮士は額をくっつける。

「遅すぎだよ。さんざん待ったんだから、ご褒美くれよな」

「きゃっ」

　靴を脱ぎ捨て、部屋の中へ連れて行かれる。

「いいかげん欲しい」

　壮士はめずらしく余裕をなくしていた。

　ベッドルームに入るとすぐに壮士のベッドに押し倒される。ふわりと彼の匂いがして、それだけで身体の奥がきゅうと熱くなった。熱い眼差しを感じながら千草は最後まですることを拒否した壮士を思い出す。苦い思い出だ。

「あ、あと」

「ん？」

　余裕のなくなっている壮士はそれでも千草を待ってくれた。

「最後までしていいって言ったのに、やめたのなんで？」

「そりゃそうだろ。俺のこと好きになってほしいもん」

　ちゅ、ちゅ、とキスを落としながら、千草の服を脱がしていく。脱がした場所からキスを落とす。

「好きになってもらってからちゃんとしたかった」

「変なとこ生真面目」

「……うるさい。不安なんだよ」

「不安って」

「千草が恋愛なんて諦めたって何度も言うから、俺は最初から恋愛対象に入ってなかっただろ？　どうにかして振り向かせようって……」

　千草も、壮士は自分のことを恋愛対象だと見ていないと感じていた。だから自分の気持ちを抑えて、隠して、気づかない振りをしていたのに。とんだ勘違いだ。

「やっと、振り向いた」

　塞ぐように唇が覆いかぶさる。何度もしたキスだけれど、これほどまで心を揺さぶるキスはなかった。安心感からか、脳がとろけそうなほど気持ちがいい。

「なあ、好きってもう一回言って」

「……好き」

「うん。俺も好き」

　お互い照れて笑いながらも、壮士はすぐに真剣な表情に変わり、千草の肌を撫でる。下着姿になった肌を荒々しく撫で、キスを落としていく。背中に回った手はホックを外し下着も外してしまう。壮士の両手が胸にふれる。

「んっ……」

　胸を下からすくい上げるように壮士の手が動く。程よい大きさの胸は壮士の手の中でむにむにと形を変えていく。

「は、恥ずかし……っ」

「恥ずかしがっても俺を煽るだけだよ」

　すでに立ち上がっている先端を、親指が押し左右に揺らす。さわられるたびに形づいていく。首筋を舐めていた壮士の唇は、胸のふくらみにまで降りてきて、先端にキスをした。

「あっ」

　ぱくりと口に含むと、生温かい咥内と舌先が器用に先端を舐る。ぞくぞくとした快感が背筋を走る。逃げられない快感に耐えるために千草は甘い声を洩らし、足をもぞもぞと動かすことしかできなかった。先端を指でくりくりと弄られ、もう片方の胸はねっとりと舐られる。

「んあ……あぅ」

　熱のこもった壮士の手は下腹部を降り、秘部にふれる。すでに全身敏感になっていて、秘部をこするだけで身体が痙攣した。

「……すげえ濡れてる」

「ばか」

「指、挿れるよ」

　すぐに下着をはぎとられて、もう一糸まとわぬ姿だ。恥ずかしがる暇もないほど壮士は次々と快感を与えてくる。

「あ、あ……」

「二本入ったけど、きつい？」

「大丈夫……」

　指は何度か中に入ったことがあるけれどやっぱりいつも妙な感覚がある。違和感と圧迫感。中の壁を壮士の指がこする。

「ひゃぅっ！」

　内側のある場所をこすられた時、千草はひと際高い声を上げた。

「ここ、いい？」

　壮士は千草が反応した場所を執拗に刺激する。新たな快感に肌が粟立つ。

「あ、あ、だめ」

　千草は顔を横に振った。このまま刺激され続けていたらどうにかなってしまいそうだ。壮士の腕をつい強く掴んでしまって、爪痕がつく。

「……千草、やらし……」

　ゆっくりと指が引き抜かれた。高まっていた刺激はゆるく落ち着いていく。けれど焦れったいような物足りないような、下腹部は熱を持ったままだ。

「……ごめん、余裕ない。もう挿れたい」

「あ、あぅ……」

　蜜口を、壮士の熱がこする。今までみたいにこするだけではない。今日はきっとその先まで――。

「千草の初めては、優しく、とことん甘くしたいって思ってたのに、さんざん焦らされたせいでちょっと無理かも」

「ん……いいよ……たくさんしてもらったから、もう……欲しい」

　千草の奥は疼いてたまらない。初めてのくせに、彼の熱を求めていた。今までの分も、奥まで満たしてほしい。

「っ、煽るなって」

　蜜口に押し付けられた熱は、ぐ、と力を入れて進んでくる。入り口を押し開かれる感覚に少し痛みが走った。けれど壮士にさんざん覚えさせられたからだろうか、想像していたほどではない。

「あ、んん――っ」

　余裕がないといいながらも千草の様子を見ながら、壮士は徐々に腰を進めていく。大きく張った場所を超えると、壮士の全長を収めていた。

「これで全部……痛い？」

「……少し。でも大丈夫……」

　はぁ、と熱い息を吐きながら壮士を見上げる。

「千草、可愛い」

「ん……」

　顔中にキスが降ってくる。

「ゆっくりしたいんだけど……ごめん。つらかったら言って」

「ん……大丈夫だから」

　痛みよりも喜びのほうが大きい。ようやくつながることができた。他の人ではなく、相手が壮士でよかったと、心の底から思っていた。

　千草は壮士の背に手を回してぎゅっと抱きしめる。抱きしめ合ったまましばらくキスを繰り返していた。甘くふれるだけのキスだ。

「んっ」

　何度も何度もしているうちに身体の奥はさらに熱くなっていった。物足りなくなり舌を出すと、吸い上げてくれる。きゅっと、身体が収縮した。

「……っ、無理だ」

「え？　あっ……！」

　動かずにいてくれた壮士は、腰を揺らし始めた。少し引き抜いて、また熱が押し込まれる。熱が行き来する感覚に千草は息を洩らす。

「ん、ぅ……」

「……気持ち、い」

　壮士が吐息交じりにつぶやく。緩やかだった動きは徐々に速度を増していく。溢れた蜜が混ざりぐちゅぐちゅと音がしている。

「ん、あっ」

　ベッドがぎしぎしと音を立て、壮士に貫かれる。初めてだというのに、痛みやつらさはほとんどなく、ただ壮士に求められているのが泣きたくなるほどうれしかった。

「きっつ……」

　腰を揺さぶりながら壮士がつぶやく。苦しそうだけど、気持ちよさそうで安堵した。じっと見つめているとばちりと目が合う。

「千草、好きだ」

　きゅん、と胸が苦しくなった。

「皆藤、くん……わたし、も」

「なぁ、名前で呼んで」

　じっと熱い眼差しで見下ろされ、視線に吸い込まれそうだ。

「そ、……壮士……好き」

　名前を呼ぶのは躊躇いがあったが、名前で呼んでみたかった。逃げずに、壮士のようにまっすぐに気持ちを伝えてみたかった。

「っ、自分で言っといてなんだけど、やば」

　中の熱が、さらに膨れ上がる。

「あっ、あ！」

　圧迫感を増した熱は千草の中をさらに強くかき混ぜる。

「っ、もう、いきそう」

　壮士が切羽詰まった息を吐いて、動きを速める。千草のことを気に掛ける余裕もないくらい壮士は苦しそうに息を洩らす。

「く、ぁ……」

　ぎゅっと唇を噛み締めて、壮士はびくんと腰を震わせた。避妊具越しに白濁が吐き出される。ずるりと引き出される熱が中の壁をこすれると千草も声を洩らした。

「……は、ぁ……痛くなかったか？」

　壮士は苦しげに息を吐きながら、千草の頭を撫でる。

「大丈夫だってば」

　千草はくすりと笑う。何回も聞いてくれるのは壮士の優しさだ。ついに最後までしたという充足感が千草を満たしていた。しかしすぐさま恥ずかしさに襲われ、千草はうつぶせになって顔を隠した。すると、壮士の熱い手が千草の内腿を撫でた。起き上がり、振り返る。

「え、なに？」

「ごめん。うれしすぎて余裕なかったから千草をいかせられなかった」

「いいってば、そんなの……あっ」

　壮士が気持ちよさそうにしていた顔を見られただけで満足だ。

　なのに壮士は納得いかないようで、ぐいっと力強い腕で腰を持ち上げられたかと思うと、お尻を突きだしたポーズを取らされた。逃げる暇もなく、後ろから濡れた秘部に舌を這わされる。

「んんぅ！」

　足を掴まれ、壮士の舌に秘部を舐められる。蜜口の入り口は敏感で、腰が震えた。しかもこんな恥ずかしい格好をしたまま。いろんな場所が丸見えになって、本当なら、恥ずかしくて逃げてしまいたい。千草は枕に顔を押し付けて、快感に耐えた。

　中を長い指がかき混ぜながら、入り口付近を舌で舐る。じゅる、と淫らな音がして壮士にされていることを思い知らされているようだ。

「だめ、皆藤くん、いっちゃう」

「うん。いって」

　先ほど反応した内側の前あたりをぐりぐりと刺激されると、せりあがってきた欲望が破裂した。

「――っ！」

　お尻を上げたまま、千草は達してしまった。

「は、ぁ……」

　力が入らず、恥ずかしい体勢だというのに千草はそのままくたりと身体を弛緩させる。

「よかった。いけたね」

「……もう、いいのに……」

「じゃあもっといい？」

「……え？」

「まだ足りない」

「え、ちょ、ちょっと」

　戸惑うまま振り返ると、壮士の欲望はすでに準備ができていて、高く反りかえっていた。今度こそ終わりだと思っていた行為は、まだ終わらないらしい。千草を見下ろす壮士は舌なめずりをした。

「挿れるよ」

「あっ……」

　腰をがっちりと掴まれて、後ろから蜜口に熱が当たる。潤みきったその場所は簡単に壮士の熱を飲み込んでいった。今日が初体験と思えないほどだった。

「中やわらかくて、濡れてて……すっげえ気持ちいい」

　お尻を撫でながら壮士はゆるゆると腰を揺らし始める。敏感になったままの蜜口は、自然と壮士を締め付けていた。

「締め付けんなって……またすぐいくだろ」

「んっ、ん、そんなのわかんないっ」

　後ろから肌がぶつかる音を立てながら突き上げてくる熱。硬くて太くて、千草の中はいっぱいになっていた。

　一度目とは違って、壮士は容赦なく千草を奥まで穿つ。ごつごつと奥にまで届くように突き上げ、千草はベッドのシーツをぎゅっと掴んでいた。

「ごめん、止められない……っ」

　こんな体制で、いろいろなところが見えて恥ずかしくてしょうがない。でもそれよりも中を抉る壮士の熱が気持ちよくてしかたがなかった。初めて知る快楽は、天井がない。

「ああっ」

　奥を数度突かれて千草は背を弓なりに反らす。あられもない声が我慢できない。

「皆藤くん、だめ、あ」

「だから、名前」

「～～っ、壮士、んっ」

　懇願するように名前を呼んだ。このまま続けていたらおかしくなってしまいそうだ。初めてで、こんなに感じてしまっていいのだろうか。

「……すっげー気持ちいい……」

　壮士の恍惚とした息が背後から聞こえる。壮士の顔が見たい。でも、振り返る余裕などなかった。

「あ、あぅ、ん！」

　千草が感じる内側のある部分を、壮士の熱でこすり上げられる。腰を掴んでいたはずの壮士の手は前に回ってきて、千草の立ち上がった花芯を指先で弄る。

「やぁ、そこ、だめ……っ」

　千草は目の奥が光り、ぎゅうと壮士を締め付けた。千草も中の壮士を感じて、さらに快感の波が襲う。

「あぅ……！」

　千草はびくんと震え、二度目の絶頂を迎えた。

「っ、あ……」

　遅れて壮士も再び、欲望を吐き出した。今度は長く、しばらく壮士は腰を震わせていた。







　二人で一緒にシャワーを浴びて汗やべたついた液体を流したあと、ベッドで抱きしめ合っていた。余韻と、適度な疲労感と充足感が心地いい。

「千草の初めてもらえてうれしい」

「変態」

　そう言いながらも千草は満たされていた。今まで、これほどまでに満たされたことがあっただろうか。世の恋人たちはこんな気持ちを味わってきたのかと羨ましくなる。でも千草は今しあわせで満ち足りていた。

「ばか。千草の初めてだからだろ」

　壮士は千草の頬を、愛おしそうに撫でる。その視線は千草を夢中にさせるだけだった。

「私も、うれしい」

　にこりと微笑む。仕事上の笑顔ではなくて、心の底から自然に出た笑顔だ。

「……もう一回したくなるからその顔やめてくれ」

　壮士は赤い顔をして、目をそらす。千草の太腿には、ごり、と硬いものがぶつかった。せっかくシャワーを浴びたのに、と思ったけれど千草の身体の奥もまた、熱を灯していた。





＊






　壮士との関係がガラリと変わった週明け。

　千草は正直、浮かれていた。初めて彼氏ができて、初めて経験もした。今まで失敗してきた分、浮かれないわけがなかった。けれどもちろん職場では平静を装い対応する。入り口から壮士が入って来るんじゃないかと錯覚するけれど、そんなことはない。彼はもう来社する予定はない。

「お茶補充してきますね」

「いってらっしゃい」

　来客用のお茶が切れていたので注文した分が先ほど届いていた。後輩が会議室のある階の給湯室へ補充に行ってくれる。千草も普段通り仕事をこなしパソコンで今日の予定を確認していると、遠くから足音が聞こえて顔を上げた。また錯覚しているらしい。遠くから見る男性は壮士によく似ていた。いや、似ているだけではなく、近づいてくるほどにわかる。そっくりだ。

「おはようございます」

　顔だけではなく声もそっくりだった。というか、本人だ。

「おはようございま……、え、あの」

「赤坂商事の皆藤と申します。斉藤様と会議予定があるのですが」

　勘違いではない。確かに皆藤と名乗った。壮士はあと一日行くだけだと言っていたはずだ。だからもうここでは会えないものだと思っていた。

「え、あ、はい。少々お待ちください」

　千草は動揺したままパソコンで会議予定を確認する。確かに、壮士の社名と名前で予約が入っていた。

「……なんで？」

　仕事中だということも忘れてつい声を上げていた。

「案件一つ落ち着いたけど、先週また新しい案件が入ってきただけだよ」

　壮士はやけにうれしそうにしていた。口元が緩んでいる。職場ではもう会うことはないだろうと思っていたのに。

「に、にやにやしないでよっ」

「千草こそ」

「……、もう！」

　この場所で会う必要はないけれど、この場所で会えることがうれしくて、崩れる表情を戻すことができなかった。

「そうだ。日本酒の店、行ってなかったよな。今日どうだ？」

「……うん、行く」

「それで、夜うちに泊まればいいじゃん」

「……変態」

「変態とかじゃないだろ！　……恋人だし」

　憧れていた甘い響きに胸が鳴る。

　何度も勝手に期待しては失敗して、一人よがりな恋愛もどきのことしかしてこなかった。でも壮士に出会い、恋愛は二人でするものだと教えられた。あの日合コンに参加して、彼に出会えてよかったと思う。

　本当は、恋愛を諦めたくはなかった。

「じゃあ……泊まっていい？」

　千草が聞くと、壮士は顔を赤らめながらうなずいた。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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